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第 46 回国民体育大会 


成年男子2部を 

地元•石川が制ず 


第46回国民体育大会-お川大会のハンドボ 
ール競技は、10月13日から17日までの5日間、 
石川県小松市の4会場を使用して開催された。 

成年男子I部、成年男子2部、成年ホ子、 

か年男す、少、年女子の5種目で熱戦がくり広 
げられた力<、やはり地元.石川の頑張りが目 
をひき、各種目とも決勝、準ミ夫勝に勝ち残り、 
成年男子2部では優勝を果たした。 


成年男子 1 部 


•回戟 
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大 阪 

i 管) 


曼 净 「6 — 41 

(全長野) 

〔戦評〕開始早々から両チームと 
も積極的じ点^^^^り合ぅシ I ソ！ 
ゲ！ムとなる。田中のロングや佐 
々木の速ななどで得点する大阪.に 
がし、長野は矢島のロングを中心 
に岩下のサィド、塩川のポストな 
どで反撃し、前半を： 21:3 でリー 
る 


き、スピ I ディな攻ずが続いた。 
前半の巧分過ぎまでは熊本ぺ—ス。 

I 時山形ぺ—スになったが、前半 
巧り 3 分頃に山おじ 2 人の退場者 
が出たところを熊本が連取して U 
— 8 として前半を巧り返した。 

後半に入り、斉藤を中んにコン 
ビのとれたオフェンスで W 分には 
山形が同点に追いついた。その後 
残り 3 分まで 1 点を争うシーソー 
ゲームとなったが、的分、 W 分に 
を藤が連取し、 3 点差としたとこ 
ろで勝負があった。 


後半 2 分•前出のサイド 得〇 〇 〇 〇日日 31 〇 2 3 2 


で同点とした後は両者譲らず】進 
一退のな防が続く。残り W 分、長 
野は小山のポストで2ぶ差とする 
と大阪の追撃を前出のロング、前 
田のカットの2点に巧さえ初戦を 
ものにした。 
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S 宮坂矢寺 S 松田山.児大田堀 
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^ 山 


の納嘉田藤部藤木平林部田藤 
巧 W in 
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w 加比五斉水佐荒赤小阿鎌佐 
得000732141006 
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香 川 
(讚岐ク) 
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リ嶋桐浦川島田條島山原下谷 

很化片山塩矢巧中中小小岩烏 

得002552001069 
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U 1 I 熊本{本田 


(東根ク) L で2巧研熊支 
〔戦評〕両チ t ムともよくおが動 


茨城录城 
如19」2コンドルズ) 

〔戦評：^序盤は両チ—ムとも固さ 
が見られ、互いにミスが目立った。 
W 分過ぎから香川造田の速なや 
ポストを中んに得点をあげるが、 
茨城はセンタ I 、ポスト、サィド 
がまんべんなく得点をあげ、1点 
リ ー ドで前半を終る。 

後半6分までは予断を許さない 


展開であったが、中盤£；を岡釋ぶ 
の止まった巧城じがし、商国の3 
連取など7連続得点で-気じべ一 
スをつかんだ香川が S ぶ差で迦げ 
切った。 

得 001312410 2 6 j ぶ 
が田江巧川替山井 W 曠島お - 
綱 が老 
巧横掘安淹張橫ま長福小海 
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"橋谷井沢井里富田田巧口内 

^^大大後稲亀渡高浜造渡をか 
得002日53304044 j W 


富 
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(全富山) 
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北海道 

蚕遵囊) 

〔戦評〕立ち上がリ、岡チームと 
も固さからかミスが目立ち、 9分 
までじ富山が2点をリ I ドしたが、 
£2分までに化海道が4連取し逆に 
2点をリ1ドする。富山はセンタ 
I 金おを軸にしたな撃で W 分に同 
点とし1点を争ぅ展開となつた。 
しかし、前半終了.2分前に富山が 
2連取し、前半を3点リードで終 
得〇 〇 2 2 6 2 〇 4 5 11 -の 

則葉本 崎田モ畑寺藤橋 
敵 岡岡 野 
排千山 柏お猪花小佐石 
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指桜須金中小矢中上西徳山 
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なを制す/ 

日本 ハン ド ボール 協を検定工場 
周際体操連盛を巧競な認定蟲製造工場 
口本体操協を器械器具檢を工場 
园際体操連盟を式競な認定品製造工場 


スポーツスピリット 

体育施設の総合一力一 

の 総社パ側長春館 

本社工場/広島県福山巿引野町 5 T 目4番23号 于 72} 電話 (0849) か-化 30 ff お 
大お支店/大阪巧八尾巿若林巧 I T 目 70- 1 干 581電話(0729)48-358峭^ 

営業巧/束化営業所名古屋営業所福岡営業所 


了した-’ 

後半、立ち上がりから富山が得 
馬を重わた。化海道は退場者を出 
し苦しい展開をなり、花畑の得点 
などで追いすがったが及ばなかつ 
む0 


沖變バ— 

ムヒルズク) 


巧 


— 2 


，秋 ffl 
2(湯がク) 


〔戦評〕沖繩は東江のシユートで 
ホわするが、互いに速攻時の ミス 
で施に樂れなかった。3み^:;げに 
東 江の シュ！ 卜で沖繩が2点 目。 
その後は I 進一退の攻防で加点し、 
作かに秋田は高山のシュートで逆 
帖する。 しかし 攻撃ミスが をく、 
巧！！に速攻. ミスを 許し連続得点さ 
れ 4 占塞となつた。 

權.半、秋田は斉藤のロングシユ 
t 卜、渡ぶのサイドシュートなど 
でゴ1ルを狙うが、 GK の好ずに 
阻おれ波じ乗り切れず、7分過ぎ 
よリ じりじりと 点差が開いた。 
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g お鸣山橋や山田橋部藤藤 
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巧太：でパ高山高柴高渡斉佐 
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5.城あお江お桌が城原野場城 

剛慶地 舎 

S 新を下おぶ比武大巧永兽新 

^ 0079446)3010 
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品茹ク} 


G 
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り 岡 山 
?(を岡山.) 


1户记 

〔戦評】岡山は横概的に前へつめ 
るディフ王ンスでよく福隅のな擊 


をしのいでいたが、 S 分過ぎ福岡 
は岡山ディフェンスの I 瞬のスキ 
をついてポスト、カットイン、ミ 

ドル、速攻、 PT と5連続得点を 
あげる。一方岡山は、下がり気が 
の福岡じがして上からシユ I 卜 を； 
巧っていくも GK の好ずに阻まれ 
る。この後は、取られたら取り返 
す展開となり、特に後半は両者デ 
ィフ卫ンスの足が止まり気味にな 
り、 ロング、ミドル、 カットイン 
で点の取り合いになった。結局前 
半 W 分過ぎの攻防が試合の明暗を 
分ける形となった。 


谭〇 01016623001 
J 緊野本原森橋塚本既山山野 

け大板山お大小中山板片中上 
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田村 J 


岡' 


崎田口崎家鍋田巧口保野を 
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觸岩太浜山清真福田野大日新 

呀〇03254303006 


説 


01 回戦 
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W 長 野 


綠7得点で一気に^:;が6とし前キ 
を終つた。 

後半に入ると、に島はメンバー 
を入れ替えながら得点を重わ、残り 
4分に河原が得点するとフイ—ル 
ドプレ！ヤ I 全員が得点する こと 
となり、 巧で広島が勝った。 


巧003443101003 
リ嶋桐浦川島巧條が山原下越 

很化片山塩矢一竹中中小小岩鳥 
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、審 . s 判 


卽川田卷原村田取本中中山 

宇多酒河玉姻荷松田野西 
得003175252355 
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(日川ク) 
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•け一 4青森 

に— U 」 2(青商ク) 
〔戦評〕開始から互いに点を取り 
合ぅゲームであったが、 W 分あた 
りから山梨のディフ卫ンスがよく 
ずり速なにっなぃでリ1ドを奪っ 
たが、青森も粘り強く攻めて点差 
をつめ、山梨の2点りードで前半 
を終った。 


広 島 

(県選な) 3而|じ」 

〔戦評3攻守とも勝る広島が序盤 
ょり松本の速なや玉がのロングを 
中んに得点を重わた。がする長巧 
も鳥谷越のサイドや塩川のカット 
インでなめ、残り W 分には WI 6 

とし相手が1人退場の機会を得た。 
しかし、広島は堀田のち乂など連 


得002004533340 
^巧村洞本内藤辺山村田島藤 

请天中長山倉を田張大山福伊 
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屋藤島島沢川沢山 


染ホ 姻 

a 古遠菊菊芦逢中平 

得〇 461031291 


の 


2山 
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後半になって青森のミスが減ら 
ないのにがし山梨はミスに乗じて 
得点を重わ、リ！ドを広げた。し 
かし青森も追い上げ3点差まで詰 
め寄ったが、決定力に欠け、山梨 
の高いディフ卫ンスを崩せずプレ 
1が小さくなりがちであった。山 
梨は余裕を持った攻撃で終始り一 
ドして試合を終った。 

京 都—‘ 

(ま都ク )3 

〔戦評〕前半分頃までせり合い 
が続いたが、京都は全員が足をょ 
く動かし、山形の斉藤中ふのオフ 
卫ンス差寸リ切り、速なやセット 
オフ卫ンスで得点を重わた。後半、 
山形は京都の楠本に巧してマンツ 
—マンをかけ粘りをみせたが、ノ 
—マー ク を.落とすな どィ I ジ ！ ミ 
スも あり、 点差をつめれなかった。 
オフェンス、ディフェンス ともに 
1が1の力の差が出たゲ—ムであ 

った。 

得010423030006 I U 

の納嘉田藤部藤木平が部田藤 
W 反戸 
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邮下本府間本口辺田村村藤水 

山咲国佐楠川池西西中加清 
得004550074033 




に香 川 


愛知(大 

同特殊銷 )3 乃 [e 
〔戦評；！愛かょ序盤ょり名取の口 












































Mind 法 Technology 

JUKI は、あ义化を創造します。 


■JUKI 


JUKI 綠す含社于け2まま都調ホ巿国領町 8 - 2 - 1 S 話： ㈱ 巧） 


ェ莫用ミシンアバいレシステム機器あま厚物機器：ま咨用ミシン 


- をお . 吊品、-窜牛を農装居窜子あお 


ングや阿雨め速攻などで着実に加 
点 L でいった"一ぉ香川も 5 分過 
ぎょリ山おを開地するが、愛知の 
离さを化めあぐむ•龟井、高島の 
サィドむどで禪点するに留まる。 

读卡じ入っても愛知は攻撃の手 
をゆるめることな-く G K を除くプ 
レ f ヤ！ 全貫がそつなく得点し、 

洲 -—U で 峭剌をものにした。両チ 
^ムと.„口に6にが.冉111ノ|マ|ク 
を刚止し、得ぶ差のわりには最後 
まで緊迫したゲ—ムでぁった。 


巧000323400010 

n 棉辟井沢井里島田田巧田内 

1*?ホ太後稲亀渡高浜造渡を竹 
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け〔審‘島 
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田， 

藤」 


が吉お藤が生萬取が岡藤 

|5秋酒内离朝阿名宇末佐 

巧00己211772已4 




云至本巧 




の富 
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L 引— 

轟驚) 

〔戰評；一立ち上がりから富山がプ 
レえ ディフェンスでずるものの攻 


巧00922.2112111 


巧波原山嶋田原田田前本 

森 

殺お金中小矢中上西徳山 
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^木本村西井木村藤塚基口松 

に高橋山香藤立福内大梅田平 

巧 U 〇403347230 u 


撃力に勝る二一重が得点章重わ、守 
つても GK 橋本を中んとした堅い 
ディフ卫ンスで乂々とスピ1ドあ 

る速なをくリ出し、前半で別— 9 
として試合を決めた。 

富山も粘り強く高いディフェン 
スの間を割り込み得点し善戦であ 

つた。 


の沖 繩 


東ま 5 f の—じ' 

0二陽商舍^ L 巧— S 、 

〔戦評〕試合開始早々は点の取り 
合いであったが、総合力で上回る 
東京が終始安定した力を発揮し勝 
利を得た。沖繩も随所に素晴らし 
いプレーが見られたものの地力の 
差はいかんともしがたく、東京の 
厚いディフ卫ンスを巧ち破ること 
はできなかった。 

後半に入ると点差が開いたため 
両チームともプレーが荒くなり、 
警告、退場が多くなった。また、 
沖繩はマンツ|マンをつけたり、 
プレスディフェンスなど果敢に挑 
んだが、東京を止められなかった。 
得 002 W 4010102 〇 I W 
恥城名地江浜嘉村城原野場城 

树新を下東吉比武大内永喜新 


K P 

G F 


審 .1 個‘ 


对川橋川嶋原巧辺藤田井中藤 

W 字高濱飯小大渡佐濱湯田近 

得 0009611162^7 
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ち 川 

(全お川) 
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の—。 


9 

2 


案良(わ 
かくさク) 


(戦評〕奈良は金丸のステップシ 
ユ—卜で先行、石川もすぐに真田 
のポストシユ！卜で同ぶとする。 
石川はその後の速攻で相手ゴール 
を狙ぅが、ミスが多いためなかな 
か点差が開かない。しかし奈良も 
か撃に決め手がなく、石川が じり 
じりと 点差を広げ 3 点差と した。 
その後パ分間互いじ点を取り合ぅ 
シ I ソ I ゲ J ムになつたが、巧分 
過ぎから古橋のス々ィプレ|など 
で着実に加点し、石川の6点リー 
ドで前半終了。 

後半は石川の関戸のサィドシユ 
1卜が決まり出し、石川のぺ！ス 
で試合が進んだ。奈良に負傷者が 
続出し、追撃し切れず試合終了と 
なった。 


得 00^005320501 
本林藤田林迫丸田沼中 

炼、森小加止小ま金村菅田 
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W 中田山田田戸下橋岡田野井 

E 一二 

なか池±福真関園古北西み中 
得0065572百8112 


埼玉 

(大崎電気)- 
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たが、個人巧、コンビプレーとも 
に力の差は明らかで、埼玉の圧勝 
といえる内容だった。 

情 00132300103 I U 

む崎田口崎家鍋田尻保辟を 

媽岩太お山清真福巧大日新 
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審•陳部 I ‘ 


y 巧辺橋崎田藤内化斐旧屋下 

说矢渡大祐武首山魚甲菅王宮 
得002123157188 
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巧山 
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、巧— 

，引—， 

〔戦評〕ゲ I ム開始早々から気合 
十分の広島の 3 連続得点で始まつ 
たゲ—ムであるが、その後も動き 
の悪い山梨に巧し、広島は次々と 
相手ミスや。ハスカットし、玉村、 
松本などの連続速攻をくり出し、 
山梨も菊島、中沢などのシュ t 卜 
で得点をあげたものの前半を巧— 


が 

。福 岡 
1(葉州ク) 

(戦評〕先取点は福岡がとったが、 
スピ！ド、パワ I 、高さで勝る埼 
玉が、首藤、±屋、宮下らのシュ 
1 卜で着々と加点、試合は埼玉ぺ 
1スで進んだ。福岡もファイトあ 
ふれるプレ—で必死に食い下がっ 


傅 0 001122243 
^ 屋藤島島沢川澤山 

a 古遠菊菊芦蓮中平 
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星川‘ 
佐東、 


卽川田卷原村田邮本中中山 

宇多酒河玉堀荷松田野西 
得 005798250172 
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ねば！ 3 は頑張 O 気力は化力 



キ 3 - L 才以 し*防]ァの 


巧能•効果 

•遊ち強化♦虚弱が質 


•肉体巧が•病後の体力低下*巧勝時害•栄锁さき 

•発熱性消耗性疾患•妊娠授乳期などの場合の栄ち補給 

W ミ勇で(製襄:》あな夏な 

■ ネし視01 1(747) 2166•東京的 (3293)3351 •を鹿052 (971) 則01 
•大阪06 (458) 8901*ぶ普082 (264) 4116*福岡092(が1 ) 7382 


6と L てに島が勝負を決めた。後 
平もに息が次々と速攻をくり出し 
大帯がぶをあげて試合を終了した。 


興 知が 


じま 都 


〔戰評)京都は W 分過ぎからディ 
フンスをょくがんばり、楠本、 
佐え間を中んにコンビのあったな 
めじょって W 分過ぎまで3点差で 
島いついたが、楠本のケガといぅ 
了タシデントもあり得点は伸びな 
かった5 I 方愛知は 411 と滑り 
化'しは换かったが、シユ I トミス 
やィ—ジーミスもあり得点も伸び 
なかった。 

佳平に入り、国府、楠本をヶガ 
.でわく京都な愛知ディフ王ンスを 
坡めあぐみ、化久間、加藤らの6 

点じ押さえ込まれ、大量失点を許 
した。 

巧〇日03 21110031 I じ 

g 下巿牌間本口辺田がが藤水 

is 山お国が一楠川池西西中加清 


「審 . g 过 

广 ^目パ」 


がちな藤けホ萬取げ岡藤 

誓か 多 

視狄洒巧窩朝阿ぶ宇末佐 

桿 U 。 3142112 WO 


S 更の 


け東 京 


〔峭評〕邮キ、 III 重か平松のサイ 
f であ.おするとュあ京も飯島の口 

シグで追蜡する。その後、一二重が 
i - ：M 卓り！ドしながら就合は進 


むが、残りけ分から一一一重は山がの 
速攻や内藤のポストなどで着実に 
加点し、 UI 7 で前半を終える。 

後半に入ると東京は GK を窩橋 
にをえ、浜旧のロングや田中の速 
攻でじわじわ追い上げ、 W 分過ぎ 
には1点差とした。しかし、一一一重 
の堅い守りに得点がのびず、 また 
2回の退場があり、二一重の逃げ切 
りを 許して しまつた。 


得 000313403140 
P 川橋川島原巧辺藤田井中藤 


困 


河 


:宇高濱飯小大渡佐濱湯田近 
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K 

G 


審詔； 


木本村西井木村藤塚基口あ 

一!一高橋山香藤立福内大梅田平 

得007010040127 

埼玉お^:：がお川 

〔戦評〕前半、王屋のサィドシユ 
I 卜で先制した埼玉は、開始 3 分 
間でたて続けじ 3 点を奪ぅ。石川 
も±山のカットィンで1点を返し 
た後、真田、福田の、、/ドルで応戦 
する。その後、宮下、魚住のロン 
グや速攻で優位に戦ぅ埼玉にがし 
石川もダブルポストからのポスト 
プレーや速攻を中んに多彩ななめ 
で応酬。石川 GK 竹中の好ずもあ 
つて巧分に同点、さらに如分真田 
のシュートで遂じ逆転し、石川の 

1点リ I ドで前半を終わる。 

波じ乗った石川は後’ム-む得点を 


重わ、一時 3 点差まで広げるが、 
埼玉も徐々に反撃し、疲れの見え 
始めた石川ディフユンス陣をかわ 
して次々に得点、巧分に甲斐のシ 
ュ ！ 卜で逆転す ると粘る 石川をふ 
り切ってそのまま逃げ切った。 


得 008761301000 
"中田山田田戸下橋岡田野井 

巧竹池王福真閱圃古化西興中 


6 

2 


K 

G 


幽 


内辺橋崎田藤内住斐西屋下 

£矢渡大柏武首山魚甲菅王宮 
吗〇00005129339 


1 

22 


広 



島 

29 


進 

疾 

B お 

爲 

'16 1 

1 

10 1 

3 

1 

1, 

21 

愛 

知 



K 

G 


〔審 .1 幽 


2川田卷原村田取本中中山 

11110田 リ ホ 

宇多酒河玉堀衙松田野西 

得006572202041 


なり、 愛知の嵩いディ フ卫ン スラ 
ィンに阻止され、名取の逆速攻か 
ら連続6得点し、愛知が逆に2点 
をり I ドした。ぺ I スのつかめな 
い広島でぁったが、巧分、広島. 
酒巻のステップシユ—卜などで 5 
連取し、 UIU と広島が2点をリ 
—ドして前半を終えた。 

後半は広島が立も上がりから足 
がよく動き、 6連続得点してその 
差をキープ、逃げ切った。 


一二 重の 


:埼 玉 


〔戦評〕立ち上がり、広島の河原、 
酒巻のシユ I 卜で2点を先行し、 
その後も広島のぺ—スで W 分過ぎ 
まで 6 I 2とリ ー ドする。ところ 
が U 分頃から広島の攻撃が単調に 
得 00403204062 _ U 

が吉巧藤村生萬取が岡藤 

懷秋酒巧高朝阿着モ末佐 


〔戦評〕開始直後、 GK 矢内の好 
ずで リー ド皆奪った埼玉でぁった 
が、ぺースに乗った S 重は同点に 
追いつき、その後両者譲らず前半 
を終了。 

後半に人ると逆に G K 橋本を 中 
ムとした S 重の堅いディフ卫ンス 
が埼玉の高い巧点のシュートをょ 
ぐ防-ぎ速攻に.つなぎ試合の主導権 
を握った。その後は両者ともミス 
をせず確実な攻守を展開し、 3 点 
差の まま g 分を過ぎた。しかし、 
埼玉がよく粘り、残り W 妙で1点 


得〇ハ 


玉 


内辺橋崎田藤内住斐田屋下 


け矢渡大巧武首山お甲菅±宮 




K P 
G F 


Ys 鋒 


木本村 f 木が藤塚基□松 

高橋山香藤立福内大梅田平 
の 得 00402116 日 022 


-4 



















































差に迫いっきマンツ！マン•ディ 
フ严ンみもかけたが逆じ点を取ら 
れ惜しくもがれてしまつた。 


3位決是戦 


埼玉州 


山— 


で2」^知 
〔戰評〕愛知け立ち上がりから宇 
み村、离村の.活躍で分には 8 — 
3とり—ドする。埼玉も首藤、宮 
ドを中ムに反撃し2点差まで詰め 
态るが、残リ W 分から愛知は酒巧_ 


末岡のロングなどで得点を重ね、 
ホっては1の攻撃を值 i 住のサイ 
ド1点に押さえ6点差で前半を折 
リ返す。 

得0025001451 
が吉な巧生萬取村岡藤 

!^秋酒高朝阿名宇未佐 
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K 

G 


〔審 • I 部 S 


ぶ内辺橋崎田藤巧住斐田屋下 

^矢渡大柏武首山魚甲菅王宮 
得け01027064215 



後半に入ると GK 矢内を中んじ 
守りを固めた埼玉が武田、九呂下の 
速攻など8連続得点で巧分には I 
気に2点差をつけリ！ドする。愛 
知も末岡のステップで1点差とす 
るが、埼玉の猛攻はとどまるとこ 
ろを 知らず、 おもしろい ようじ得 
点を重わ、能 — K の大差で埼玉が 
3位入賞を果たした。 


決熊 


らず苦戦をしいられた。-方広島 
は、堅いディフェンスからの速攻 
やセットオフェンスでのバランス 
の良いなめによりスタ I ティング 
メンバーが全員得点するなど好調 
な前半であった。 

後半、 S 重は立木をオフ卫ンス 
じ起用し、広島デイフェンスを崩 
しにかかるが、 うまく かみ合わず 
流れを変えることはできなかった。 


広 島如 


褐〇03001120032 

木本村西井木村藤塚暮口松 
3 . 


じ一二 


重 




高橋山香藤立福内大梅田平 


〔戦評〕広島.河原のカットで幕 
をあけた成年努子一部の決勝戦は 
一一一重•田口の好配球から山村のサ 
イド、福村のミドルを引き出すが 
玉村をトップに起用した広島の1 
• 2 . 3ディフェンスを崩すに至 


K 

G 


胜 


^川田卷原村田嘶本中中山 

宇多酒河玉堀荷松田鮮西 
侍004己26510151 


成年男子2部 


•回戦 


I 二更ォ— 

ルホン乏 


「5|丄 


3 


〇大 阪 
2 11 


得002012163320 
の里中内田ゃ寫并井口山本 
« 保島 
U 古田谷久阪鹿坂丸山上わ 


〔戦評〕前半、速攻じ勝る一二重が 
優位に立ち、分な降ダブルポス 
卜からセンタ I スリーにをえ、セ 
ットプレーで，^11^;が度で化々木が 
得点しだし、巧 — U と大阪 をり I 
ドした。 

後半、波に乗る一二重は着実に得 
点し、別と快勝した C 


K 

G 




2須藤寺を木井下谷池 

に奈後小船佐平木永小 
得〇 44461444 


_ろ 


2 

1 


が 


別 


宮 略り 
(全宮崎)’ 

〔戦評〕前半，^みまでは牧野、下 


，東 ま 
1(同巧貪 


戸成のシュ I 卜などで東京が着々 
と得点を重わる。その读、宮崎 
G K 化林の好守と速攻を中 ふとし 
た反擊で一時1点差まで詰め寄る 
が、前半はを巧が4点を リードし 
て終了した。後半に入ると、宮崎 
は富永、木切會のシュ—卜などで 
反撃を開始、後半な分には遂に逆 
転した。その後も宮崎の勢いは衰 
えず、残り1分じは押 W のとどめ 
のシュ—卜で2点差とし、東京に 
逆転勝ちを収めた。 


得003110343101 
^城橋田野野井庭成岡尾川田 

け大高飯木牧中大下平一二古山 


巧 


K 

G 


一* •鎌観〕 


が田林留田水石部川辺倉田永 

is 和化吉百温本本巧渡木有冨 
得003010035502 


9 


福 井 
如(化霉力) 




I 福 島 
3覆囊夏 


引— 

(戦評〕福井•藤坂のミドル、田 
中のサイドシュ—卜にがし、福島 


得003009900541 
卽島井藤藤藤作川津保上藤瓶 

福糸斉佐斉矢田濱永最遠一一 




K 

G 


P 

F 


.離 


塚一 
藤」 


W 本内塚お葉原谷中田村坂上 

^熊竹手大近鍛角田前化藤川 
得0010012 W 2 GU 5 


說 















































新しい時代を作ってゆくのは、 

新しし、ひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素ががボめられます。 

簡こ新 IA 、技術で新しし、夢をかなえる 
素材をわ届けしてきた日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつおてゆきます。 



明日の粟がをみつめる 

g ) 曰巧誤麵 

ホまが干化旧区かの巧3 - 4 - I 


(巧国巧ビル）《〇3-3口 8-5511 デ100 


は，矢作のカットイン、.田川が確実 
にペナルティ—を決め譲らず、け 
!5:;で前半を終了。 

後半も一進一退の攻防が続いた 
が、巧み過ぎから福井はセットに 
加え速なが決まり出し、ぺ j スを 
つかみ、大あ援西の声援じも兼っ 
て徐々にリ J ドを広げていった。 


「2 I 3'一 


如 


の 


山 口 

香薑) 


埼玉(埼玉 

i マ呈 

〔戦郭： j 前半5分過ぎまではシー 
ソーゲームが続いたが、その後5 
か間埼玉が4連続得点をあげぺ I 
スを握るかじ見えたが、 W 分過ぎ 
から山口も反撃、連続日点をあげ 
為度逆転する。残り W 分を切り、 
ややパス、シユ！卜にミスが目立 
ち、お互いにぺースをつかみきれ 
ないまま同点で前半を終了する。 

後半に入っても GK の巧 S の美 
技にょり一進一退の攻防が続くが、 
9分過ぎあたひから埼玉は速なか 
もめボールがつながり始め、サィ 
ド、ポストシユ I 卜などで着実に 
♦巧ぶを重ね完全にぺ I スを渥りそ 
のまま巧し切つた。 

巧002.0 0 2121329 I の 

^本上水永山-原中村村浅 

し 湊 


山 


東 

藤村靖重酌中広中中湯 


G 


ごを 


。部地川ロロが平南川津屋 

调阿菊寿山那宮お山捧細± ' 

禪〇 〇 了 〇 3 312 3 2 2 t 


堤 


熊 本 
《本渡ク) 


お 


如 


愛知(卜 
ヨタ幸堡 


〔戦評〕立ち上がり愛知•野田の 
カットィン、河合のロングシユー 
卜などで 4 1 1 とし一方的かと思 
われたが、サィド宮崎のシユート 
からリズムに乗った熊本は23分、 
鶴田、宮崎らの連続ゴ I ルで 5 — 
5 とした。その後両チ I ム ともよ 
くをり、前半をと愛知の1 
点リードで巧り返した。 

後半に入り、熊本•伊か、愛知 
•君島らのシユートで二転 S 転す 
る好ゲームとなったが、 U 分熊本 
GK ま永の好ずなどで I 時は 3 点 
差とするが、愛知も長野のポスト 
などで同点じ追いつき、点の取り 
合いのままな—巧の同点で延長に 
入った。 

延長に入り、熊本 GK ま永の好 
がで愛知のシュートがことごとく 
阻まれ、着実に鶴田、鎌苗らのシ 
ュ}卜で加点した熊本が2点差で 
逃げ切った。 


得002650692000 

W 田ぶ田島巧野合部井野沢島 

煙宮渡野君長崎巧岡酒平寺寺 




K 

G 


〔ま.値凹 


リ永林下崎木田元田崎田田下 

けま若山宮白鶴船鎌川若浦山 

得000508184240 


2 

3 


神奈川 
賽奈川) 


乳 


—01 


の 


〔戦評〕立ち上がリ神奈川•山田 
のロングシユ！卜、京都•中島の 
ロングシユートで始まり、 W 分ま 
で 9 — 9 のシ ！ ソ ！ ゲ I ムとなつ 
た。その後、 7 分間無得点の後、 
巧奈川•黒沢の速攻を機に奥西ら 
のシユ I 卜で前半と 3 点り 
I ドでがり返した。 

後半に入り、京都•趙智、谷口 
のカットィン、サィドシユートに 
巧し、神奈川•大竹•福田のロン 
グ•ポストシユ I 卜と両チームと 
も加点していったが、巧分頃から 
神奈川が 4 連続得点をするなど着 
実に加点し、献 — W で京都を降し 
た。 

得 004201222151 _ 兴 

M 勝嶋地西勝田井智口田 
别辻 北 
巧川中福奥川福角越谷森 


京都(京都 ずに始まり、鈴木直のサィド、反 
教貝鴨川ク) 田のロングなどで追撃を開始し、 
一進一退のまま巧—じで前半を終 
之た。 

後半に入り、愛媛•田屋、北海 
道.鈴木直のロングの巧ち合いな 
ど見あえのある展開じなったが、 
速攻の衰えない愛媛にがし足の止 
まった北海道は攻撃が単調になり、 
徐々じ差を広げられた。終盤、化 
海道は速なで追いすがったが、愛 
媛 GK の好ずにあい追い上げはな 
らなかった。 


K 

G 


P 

F 


僻鎌’ 


D 上條沢木田岡藤水西竹成橋 

巧井上黒鈴山吉遠清福大江高 
恃〇02240015680 


8 

2 


愛 媛 8 

委靈搂？ 


ろ3 北海道 

2 si 


-5 IUJ 

〔戦評}立ち上がり、速攻、々ッ 
トィンからのサィドシユートで着 
実に加点する愛媛に対し、北海道 
は。ハスミス、キャッチミスが多く 
やや動きに固さが見られた*しか 
し、 W 分過ぎから GK 鈴木善の好 


得00000451 .4630 
木川氷原田田根彦木部澤 
M 堤 

郊输を清宮稲反関を鈴渡濤 


3 

2 


K 

G 


Y . g 凹 


封井部山屋を村田本本永城 
嫌 林ち 
读松阿横田細奥豊網親徳八 
得003407022406 


如 


—ミ 


a 


岩 


(松ノ庶芝 


石 川 
(全石川) 

〔戦評〕開始早々、岩手はサイド、 
ロングシユートを連続して決め試 
合の主導権を握った。地元石川は 
熱い声援の中、緊張からか動きが 
固く、。ハスミス、シユ—トミスが 
目立ち、逆速攻を受けるなどの分 
過ぎには 611 と一方的な展開と 
なった。しかし、吉田洋のカット 
イン、古谷のサイドシユートをつ 
かんだ石川は速攻を盛り返し、一 
進一退のまま前半を U [じで巧り 
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大崎電気工業株な含社 

東京都品川区東五反田 2-2- 7干14! 
TEL .03 (3443)7171 FAX . 03 (3447) 5844 


61230320 
藤寺を木井下を池 
野々 

後小船佐平木永小 
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を試みるか埼玉は山田をはじめ 
とし巧みなパスプレ）を展開、さ 
まざまなポジションからのシュー 
卜を確実に決め、中盤近くまでに 
W 点のり—ドを奪い、危げなく勝 
利を収めた。 


神案川扣 


S 熊 本 


巧000301044721 
が永林下崎木田元田崎田田下 

けま若山宮白鶴船鎌川若浦山 




K 

G 


〔を.解淺 


の上條沢木田岡藤水田か成橋 
蔚 

酣井上黒鈴山ま遠清福大江高 
化ザ0036711054己1 




ち 川が!^^! 3 j i 0 
〔戦評〕初戦とはぅって変わって 
動きの軽快な石川、5分過ぎには 
吉田洋の連続シユートなどで着々 
と得ぶを重ねる。これに巧し愛媛 
はな撃が単調となり、石川 GK 秋 
田の好ずにも阻まれて得点が入ら 
ない。前半は石川の8点り；ドで 


終了した。 

後半に入ると、愛媛は田屋、親 
本のシュ I 卜などで反撃開始。速 
なも決まり、 I 時は4点差にまで 
追い上げる。途中ややをの止まつ 
ていた石川も残り W 分を切って勢 
いを取リ戻し、前半のリ I ドを保 
った石川が6点差で勝った。 


〔戦評〕前半巧分までは1点を争 
ぅ緊迫したゲ！ムだったが、 2本 
連続速攻を決めた神奈川がぺース 
をつかみ、山田のミドルシュート、 
江成のロングシュ1卜なども決ま 
りの—巧と前半をり—ドした。 

•後半立ち上がり、神奈川は GK 
并上の好ずにより波じ乗り、試合 
を優位に進め、说と快勝した。 


得002500050215 
對井部山屋を村田本本永城 

權松阿横田細奥豊網親徳八 




K 

G 




田本田谷が壁戸戸田田 
百 TT .穿 
巧秋松ま古伊大瀬堀吉福 
4731220124 


拳決滕 


宮 崎別 ：：^I W 埼玉 

〔戦評〕両チームとも出足は固か 
つたが、6分過ぎからシュ—卜の 
巧ち合いとなった。宮崎は9分過 


得00131214111 C 
都地川ロロ沢平田川津屋 


玉 

«阿菊寿山野宮古山±細± 


堤 
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審- 


輪 村 


野， 


5：苗林留田水石部川邊倉田永 


得 


和化吉百温本本押渡木有富 
006000146502 


K 
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〔を .S 


5：田林留田水石部川巧倉田永 

^和北吉"温本本押渡木有冨 
得004100168511 


的 


埼 玉巧 


r5—01 


::福 井 


〔戦評〕前半、両チ I ムのサィド 
シユートから試合が展開するが、 
8分過ぎから埼玉•堤のロング、 
山田のポストシユ—卜などがみ々 
と決まりだし中盤は埼玉ぺ—スの 
試合となる。福井はチャンスをつ 
かむものの埼玉 GK 菊地の好守で 
なかなか点差を詰めることができ 
なかったが、残り目分あたりから 
4連続得点をあげ巧 IW としたと 
ころで前半を終了する。 

後半に入ると埼玉が再びぺ！ス 
をつかみ、得点差は開く一方の試 
合内容となる。福井も必死に反撃 


得002000240382 

g 本内塚石葉原を中田巧坂上 

^熊竹手大近鍛角田前北藤川 
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「 Jdin 佐塚一 


部地川ロロ沢平田川津屋 


玉 

城阿菊寿山骄宮古山井細± 

肾〇0514115243 


堤 


5 

3 


化した。 

を半に人るとすぐ、石川はま田 
评の述統シュ！卜で逆転に成功す 
ると酌をが良くなり、速攻、々ッ 
トィシからのシュ I 卜と多彩なな 
昭で竜ぶじ得点を亀ねていった。 
岩をも巧：一いい形をつくるが GK 
巧 ffi のがずに阻まれ追加点を重わ 
をこをができず、終盤にかけて速 
化でおい上げたが石川の敦ぃを止 
めることができなかった。 


托〇00143016134 

一聰郷条波程山村生藤沢橋 

S 留ェ巧か〕岸八永川蒲斉平高 
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ご 審.|旣 


U 曲本田をか壁戸戸田田 

ぶ.视松まま伊大瀬堀ま福 

得004946030013 




0一回戦 


宫 崎の 
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け一二 


P 1 


〔賊評〕 GK 化林を中ムに閱志あ 

ふむる宮崎ディフンスの前にニー 

里はシユートが決まらず、終始宮 
崎リ—ドで^:^ — ^で前半を終了。 

兰重は後半5分に1点差まで追 
い上げたが、宮崎 GK 化村の.冉一二 
の好ずに阻まれ得点できず、あせ 
りからミスを 連発、逆に宮崎は速 

みを確実じ決め W 点差をつけ快勝 
した。 
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ミ景グノンープは、企業の使命感 t 創造の精神を礎に、 

不断の歩みを続けています。 

^unune 

话ぶさお： = 录 

酿袭夕化の舞展 i ともに 

棟ま会を S 景 

本れ巧け3)322卜8811〒101义まが干巧田区巧巧 4—7— 2サンライン巧7ビル 


ぎ水坊貪の々ットィンで逆おする 
と押川のロングなどで得点を重わ 
た。.方、埼玉も堤のロングなど 
でを撃、前半はと宮崎がリ 
i ドした。 

後半は I 進 I 退の攻防が続いた 
が、の分過ぎ宮崎は富永のサイド、 
旗辺の ポスト、 寺留の PT と3 連 
取、勝負を決めた。 


お 川の 


け神奈川 


巧001420002631 

叫上條が木田間藤水田か成橋 

祭 

师井と照排山ま遠清福大江高 
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「こ三把 


山本巧が呢壁戸；；一田田 

比 泉 

けおおまホが大瀬辆ま福 

得 UC ? 已7210 30053 


3位決定戦 


埼 玉な 


t 戦評〕ぶち上がり石川はロング、 
速攻、ポストなどで 4 点を先取。 

巧お W も福田の連続得点で 412 
とする が、 7 分に神奈川•江がが 
過場ずると、石川はま田がセンタ 
I からのミドルシュートを決め、 

W かには6 — 2 とリ—ドを広げた。 
神を川は石川のディフェンスをな 
妍ぁぐみ、シュートも石川 GK に 
皿まれ、前半をと石川の6 
点リードで折り返した。 

樸半は神奈川のぺ！スで試合は 
遇.んだが、 スピ！ ドある攻撃を展 
聞しでいたお川は前半の差をずり 
逃げ切った。 


得003420002250 

n 上條沢木田岡藤水田か成橋 

刹 

蝴井上黒鈴山ま遠清福大江高 
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K 
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ご審•訓邮 


部地川ロロ沢平田川津屋 


玉 

说阿菊寿山野宮古山井細± 

得〇 〇 4 2 ( 


堤 


巧 


決磯 


22巧奈川 石 川の 


宮 崎 


〔戦評〕ボールが回らずスロ—な 
展開で互いに決め手がないまま埼 
玉は苦しい場面で堤のミドルで得 
点をあげていく。神奈川は 上から 
のシユ 1 卜がゴ！ルを割ることが 
できず、速な、ポストプレーに活 
路を見出そぅ とする がいずれ も 単 
発に終わってしまぅ。埼玉は相手 
のシユ ートミスから GK 菊地の堅 
実なパスで 山 口が2本連続速攻ル 
I プシユ I 卜を決めるなど徐々に 
ゲームの主導権を握って前半を終 
了した。 

雨中での決戦となった後半、ス 
トップがきかないグラウンドで両 
チーム とも 足が止まり、ボ！ルは 
手につかずミスが続出した。序盤、 
神奈川が速攻で追い上げたが、中 
盤1^降、速攻、シュ1トカに勝る 
埼玉がお—2で神奈 W を押し切つ 
た。 


〔戦評〕宮崎の2連取で試合は始 
まったが、地元の大声援を受けた 
石川は吉田のポストや泉のカット 
ィンで波に乗った。宮崎は動きが 
固く、持ち味の足を使った力強い 
か撃が出せず、両サィドから必死 
に攻撃するがなかなか点につなが 
らない。終盤、宮崎はパスカット 
や石川のミスを渡辺、木切倉が速 
なにつなぎ猛烈な追い上げを見せ 
H !9 と石川の 2 点りードで前半 


を終了した。 

後半、両チ—ムとも得点に向け 
てのあせりからのミスが多く混戦 
となる が、中盤な降、 GK 秋田の 
好キ—プからリズムに乗った石川 
が得点をまわて逃げ切った。 


得00已〇00124600 
田林留田水石部川邊倉田永 
卽 切 
指和北ま百温本本押渡木有富 
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じ田本田谷か壁戸戸田巧 

访秋松吉古伊大瀬姻ま福 
得003320060071 


成年女子 


1— 回戦 


山 




の 


福 井 


感の薄れた山口のなずの甘さをつ 
いて福井も健闘し、互角の戦いで 
あっただけに、前半の帰陣の遅さ 
が悔やまれる。 


(徳山ク)3广じ一！£」2碧臺 
〔戦評〕立ち上がり固さがほぐれ 
た一.^み過ぎから山口がホ々と速攻 
をく リ出し 4 — 〇 とり— ドする。 
福井もフェイントからのカットイ 
ン、ポストプレ I などで得点する 
が決定力を欠き、また帰陣の遇さ 
をつかれて山口の速攻を浴びる。 
山□は速なからのカットイン、ポ 
ストプレ1、ぺナルティーなど次 
ホと加点し、前半巧か過ぎには U 


得 002336207000 
井角巧賀秋野自村野村 
就森 畑 
/酒大石朝千牧倉化駒既 




K 


核笠臟‘ 


J 村嶋崎田嶋良沢田藤田田田 

W 野中一二石中世圃石加武植和 
得0016803已 OG 34 




香 




-6 として試合の主導権を握る。 (香銀ク) 
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が！ 


^莖(ホ 

V ハ-ズ) 


後半は、大量リードでやや緊張 〔戟評：}出だし 2 — 2 まで一進- 



















































< bU ひろげるジス 3 の力ード 



ファッションから食品まで 
サインひとつでゎ買概 

ご入をモ統きも衙単です 。 J 
わち姪にわ中込み 
ください。 



おまをいもいろいろ 
•ち々のわま化いがラクな 

リポルビング拉い 

•手巧巧なしのわトクな 

一商化い 

参わポめはぃま、わま化ぃは 

ボーナスー■活法い 

タノ)ム•中し込み、わ閒ぃたせは、ジャスコ巧巧 
サービスカウンター义は、化な巧にわたず 
ね < ださぃ。 


SJ 

ジ行ス3 


退の巧陆だったが，この後香 W は 
ょくおり、速なからぺ！スをつか 
んだ。その棱も香川は堅いディフ 
ユンスと GK 福井の好守で前半を 
如 14 と大きくリ I ドした。後半 
じ.入って'む香 W は攻撃の手をゆる 
めず、 また 化海道の オーバ I ステ 
ッブらあリ、削 一8 と快勝した。 
鞋〇 1110300111 

封户本川-馬本藤歌藤田藤田 

綱 々を 

化も佐長化藤佐和加武佐藤 
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、 百 ホ‘ 
，審•高則、 


^^田ホ本井佐野田教山浦木 

軒 橘 

巧お福谷笠ホ河•多宇島松黒 

お000887261061 


如 


01回戦 


能本3 「 g - 

(ホ台ン )4 


に山 


广21。 

〔戦評〕山口が2点を先制するが 
郎本•比嘉が斉藤のアシストから 
のボストプレ I や 自ら も速攻、 口 
料001233111001 

のが鳴崎田鳴良沢困藤田田田 

川野中一二石中世国石加武植和 


K 

G 


ご 蕾 •沢森井一 


が島下田が山津田嘉本藤中が 

け川城亩西か政を化橋を田石 

语〇 〇 1 .ひ.^ 3 5 が1 4 3 4 


ングを決める活躍などて逆転する 
とその後は完全に熊本ぺース。化 
分には前半終了までベテランをべ 
ンチに下げる余裕の展開となった。 

後半は、山口もボ I ルをよく回 
して巧って出るのだが、シュ—卜 
じ威力がなく、ことごとく GK に 
阻まれ速攻を浴びた。 


三 重 
(ジャスコ} 


の 


「31 


の 


大 阪 

{大和銀行) 


〔戦評〕前半は三重ぺ I ス。切れ 
のよいフェイント、巧みなステッ 
プワーク■パスワ！クによるずら 
しのサイドシユートや速攻で着々 
と加点。ずっても出足のよいデイ 
フ卫ンスと GK 小がの再云にわた 
る好キ！プで大阪はな撃のリズム 
をつかめないまま U —8 で前半を 
終了。 

後半に入って大阪も本来のリズ 
ム S り房しI進一退の攻防が続 
いた。ところが8分、ニー重側に退 
場になっているはずの選手が出場 
しているといぅアクシデントが発 
生。 W 分の中断の後、試合の流れ 
は大販のものかと思われたが、ぺ 
得004400233322 I 把 

巧田田池川口田尾川是吉口 

U 上岡丸小袁木松山瀬高义西 
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審 • I 部 K 


わ飢 


が川井出島旧田井田澤師村 

を 

小長今東勝稲山 W 飯成±松 




ナルテイ I を 2 本連続して落とす 
など要所でミスを化したのが明暗 
を分けた。 


の 


山形(ベ 
じばなク) 


石 川 3 
( i 銀行) 3 1^。—： 

〔戦評〕開始直後、石川•お本が 
得点、その後も順調じ加点する。 
一方山形も新田、野嶋らのロング、 
高橋のポストシユートで点の取り 
合いとなる。 W 分過ぎより石川の 
速攻が決まりおし、山形の一二嶋、 

本田らの退場もあり、前半終了前 
2分間に6連続得点で石川が差を 
広げた。 

後半に入り山形も必死で食い下 
がり、 I 時 W 点差となったが、前 
半のリードで余裕のある石川は、 
さらに差を広げ試合終了となった。 


得 ( 


の藤田高田木原嶋池橋鳴田 
後新小本青小幹小高一一一藤 
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YI 腿 


の戸井田野川下ホ本川川田 

S 森 
巧木岩上矢西松坂を化釣松 
得001212186129 




山梨 { シャ 


〇 


U 香 ^ 


I レしセ】， 

〔戦評〕 2 — 2 で始まった試合も 
終ってみれば大差であった。山梨 
は頻繁にメンバーを入れ替えなが 
らロング、サイド、ミドル、ポス 
卜、カットインに速なをからめ、 
多彩な攻撃から着々と加点してゆ 


くのにがして香川は山梨の高いデ 
ィフ卫ンスを攻めあぐみ、速な、 
カットインなどで散発的に得点す 
るのみであった。山梨のセット攻 
撃が巧え、点差の割には速攻の少 
ないゲームであった。 


得000313201010 

W 田井本井佐野田野山浦木 
I 橘 

福谷笠未河多宇島松黒 


樹武 
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の山藤林方岸沢沢林寺田田侯 

如村エ小生山松野小小鶴合小 
得005487200428 


拳決講 


長 440 
負 Tt 3 


— 01 


け III 


t 
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〔戦評〕序盤は熊本が先行しなが 
らも1点を争ぅ互角の展開であっ 
たが、一一一重はセットに決め手を欠 
いてに分頃から8分間沈黙。この 
間に熊本は2本の PT などでリ！ 
ドを 4 点差じ広げる。この後 S 重 
は全員攻撃で必死に追いすがるが 
^分過ぎにそれまで不発であった 
斉藤の ロングが 2本続けて決まる 
など結局 4 点差のまま前半を 終了。 

後半は2分過ぎにエ！ス東出が 
負傷退場した一二重が必死の頑張り 
を見せるが、熊本は比嘉が PT を 
含めて 4 連続得点するなど差を縮 
めさせず、 U み揭ぎじ甘くなった 






































スポーダマ:^のべストコンデ f シヨンをお約束するみヤンピアホテル。 



■料を(税込） 

シンク V レ A . 7,620円 

シングル B . 8,240円 

ダブル•ツイン…14,420円 

-トリプル…-…18,020円 

和室 . 14,420円 



■料を(が込） 

シングル A . 7,4：10円 

シングノレ B . 7,620円 

ダブル . 9,880 巧 

デラックスダフ•ル .. 13，390円 
ツイン . 12, 97 Q 円 •い*ンビバル-ブ 
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千530火版市化区南扇町 6-23 代表巧 06(312)5151 
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• KOLON HOTEL 削んを州(キョンん机おおザ怯が(胤5化-む。 



呈重のシユートを連続して速攻に 
つなげ勝負を決めた。 

巧00132226002〇 I 22 

g 林川井出島田田井田澤師村 

じ小長今東勝稲山川飯成±松 

T •細阻 
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^島ド旧村山津田嘉本藤中が 

け川城お西中武古比橋斉田石 

^0 0 - 03610^0303 




石 


の ロングな どで得点し3点差とな 
る。流れが山梨に傾くかに思えた 
が、巧分過ぎ山梨•が沢の警告に 
よるペナルティ I で森が得点、谷 
本の速攻などにより W 分過ぎに同 
点と なる。 その後は両チーム必死 
の攻防で試合が進み、山梨が先行 
お川が追いかける形じなった。後 
キ終了1分前、山梨•松ががペナ 
ルティーを 決め そのまま 逃げ切る 
がず002339003014 

52山藤松ち岸沢沢林寺田田侯 

を を 

W 村ェ小生山松野小小鶴合小 


巧山 梨 
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「ち•大原一 


〔熙評〕なの森、寞らの星 j 封 田ホり 下井 ， 本 乱 . 

.霞窜試，) i まつた。 一方山川戸井野 j 下井本森 

おも 小 お*小をホらの得なですぐ 巧木岩上お西松巧を 化 釣松 
追いつく《その植、山梨の生方得 OOSSOSOUG 02 


かに見えたが、お川•上田が終了 
W 移前に得点しそのまま延長に入 
る。延長に入り、石川のくり出す 
速ホが次々と決まり石川が逃げ切 

つた。 


順調に得点を重ねていく。一二重も 
速攻を中んじ反撃するが、シュー 
トミスが重なり、山梨 GK 村山の 
好ずも あって 最後まで流れを変え 
ることができなかった。 
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〔戦評〕序盤、東出のミドルで先 
制した一一一重は速なで3点を先取す 
るが、山梨もポストをからめた力 
ットインプレ1で一一一重ディフェン 
スをゆさぶり、7分過ぎに同点に 
追いつく。その後スピードに勝る 
一二まが山梨のミスをついて速攻を 
かけるのに対し山梨も山岸、松沢 
の カット インを中ムに盛り返し、 
中盤が降は一進一退の展開で山梨 
1点のリ I .ドで前半を終わる。 

後半開始早々、山梨は続いて2 
人の退場者を出すが、ニーまはこの 
チャンスに攻め切れず、逆に山梨 
•小侯の3連続 シュ！ 卜で差を広 
げられた。山梨はこれで波に乗り 


〔戦評〕 垫兀の太 声援を をけ、 固 
さの見られた石川に巧し、熊本は 
斉藤のロングなどで 4 — 1 とリ I 
ドす る。 ここで石川は谷本のロン 
グなどで同点とし、 GK 木戸を中 
ふに守りを固め、 WI 9 で前半を 
がり返す。後半に入ると、熊本は 
後半に入ると、熊本は比嘉のサ 
ィド、ロングの活躍で逆転するが、 
石川も矢野や森のシユ！卜で頑張 
り、 W 分には化 — W の同点となる。 
ここから熊本は比嘉、石村、武津 
のシユートで4連取し、そのまま 
逃げ切った。石川は再一二のノーマ 
1クや P T を落としたのか命取り 
になってしまった試合だった。 

9 

1 


だ重〕: 
J 小が 
1長を川 
(今井 
東出 
勝島 
稲田 
山田 
川井 
飯田 
成澤 
±師 
1が村 

25 

得 

0 

0 

2 

己 

3 

0 

2 

3 

2 

0 

0 

0 


17 

〔石川〕 
1木戸 
t 岩井 
上田 
矢野 
西川 
松下 
<坂井 
谷本 
森 

At ill 
釣川 
1松田 

得 

0 

0 

0 

3 

0 

3 

0 

1 

3 

1 

0 

2 


K 

G 


審•訓邮 


が山藤松方岸沢沢林寺旧田侯 

が 妒 

村エ小生山松瞬小小鶴合小 

リ 得000666000006 


K P 「蕾•瓣原一 
G F 武智」 

リ島下田巧山津田嘉ネ藤中村 

け川城ま西中武古比橋斉田お 
得000222090403 


- 10 - 












































なちこんでしまう牲格です 0 

巧をなことを、巧きなだけやって t 、るうちに、ここまできた。 

旧か、なぁ、くや U 、な、弓れ U 、なと S っな、るうちにここにいた0 

M 、つこあれば、 f 中になれるポクたちは、きっと天下無なのきせ者なんだ、とが、まち 


HSH3AD タンゴ3夕が,000 

■天なホ车 IgA 泣互•モ H い 

日本りーグ男子技を巧 


molterf 


が*な f が f み 

f ま木れ夫を巧•田区 W 川 5T 目 5-7 干130 a 旧■巧巧*?巧1巧 
大阪•を古是•巧闲•を JHili を•化な•リノ USA. デュ.パ r ルドルフ W.G. 


少年男子 


.回戦 
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■ル熊囊) 


(戰評〕前半、熊本のセンタ—森 
山が1人で5得点をみめるが、千 
蓝がが手 ミスから 速攻を決め、前 


半を U —。 


S — ドして巧り返し 


巧 Go 3230000063 

5上田崎井中戸田上場橋山満 

E が鎌岩平田城野水馬石森米 
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巧打05412003005 




が 


，北海道 

.垂謹筵 


責 1某都 

夏囊) 

::戦評〕京都.横沢のロングシユ 
!卜が快調に決まり、 W か過ぎま 
でに日—2とリ—ド。北海道も藤 

巧のロング、 GK 松江の好ずで追 
い上げたが、大事なところでのミ 
えが目立も、京都か前半をじ I 6 

とリ1ドして終了。後半に入リ、 

固さのとれた北海道もが部の速な、 


梅木のサイドシュートで懸命に追 
撃したが、煎半の貯金を生かした 
京都が逃げ切った.。 


恃〇 〇已100400430 
^田江部原田井木 a 藤并‘辺川 

化池松坂菅豊±梅«佐藤渡巧 
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化山」 


た"被半、2点差まで追い上げた 
熊本がダブルスカイを決め波じ乗 
るかと思われたが、決め手を欠き、 
.ミスも目立ち、巧 IW で敗れた。 


^崎田沢橋下村本路林井田棲 

巧宮山横高お下藤中小今ま五 
得00 U 212520100 




香 川， 

{香川選婪 . 
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，岩 手 
1(全岩手) 


〔戦評〕立ち上かり両チ—ムとも 
動き固く、を川*平田、岩手•佐 
藤らのシユ—卜が決まりだす。前 
半終了間際、香川.平田がスカィ 
を決め、香川1点のリ I ドでがり 
返す。後半も互角の戦いが続いた 
が、残り W 分、岩手の攻撃がやや 
単調になったところを香川はよく 

得002410201004 I 
:;?川を藤形川葉橋木山内元藤一 

^石熊斉尾小千高佐村柴武佐 I 
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の馬川を石本山田を沢田村 
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相黒深巧増大原入藤平西 


走り、速攻を中、心に得点を重ね逃 
げ切った。 


ち 川 
若川選婪^ 


り静 岡 
，(鲜岡選兹 


〔戦評〕立ち上がりお川は手渡し 
パスからのポストシユ I 卜や速攻 
などでいきなり3連続ゴールをも 
ぎ取った。ところが、ここから静 
岡は出足のよいディフェンスで石 
川の攻撃をよくずリ7—日で前半 
を終了した。 

後半の立ち上がり 、いきなり 静 
岡•酒井がリバウンドを拾って決 
め、静両側じ流れが傾きかけたの 
だが、それを断ち切ったのがお 川 
•松田のロングと GK 五をの好ホ 
だった。 そして 9分過ぎ、 いよい 
よ 石 川に エンジンがかかり始め、 
大壁、高らの速なでぺ—スをつか 
み勝負を決めた。 
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IS 五生大星ま佐笛南大山松 
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埼 玉 7 f 如 7 兵 库 

(雲遵杖) S 1;:—じ J 1{ 養選弦 
〔戦評〕立ち上がり、•斉藤 
のポスト、兵庫•森田の速攻でが 
おした。しかし、埼玉は固いデイ 
フ卫ンスから素早い攻撃を見せ、 


ヵットインミドルシュ I 卜など 
多彩な攻めで前半を W —5 でがり 
返した。 

後半に入ってもリズムに乗った 
埼玉が、速攻、ヵットインと着実 
に加点、また堅いデイフ卫ンスと 
GK 飯塚の好ずなどで兵庫の攻め 
を阻み大差をもって快勝した。 

得 002523030 011 I 7 

斬河島が野中木田泉町本正橋 

が小福化上田高森小井山金高 
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•審 • i 部獅. 


お塚橋口沢藤高藤藤尾白口.浜 

^飯諸山芹斉大巧佐高羽山小 
得00 U に34211300 




愛 知 4 「じ — 71 9 富 山 

3知選な r 百—じ」—(全富山) 
〔戦評〕両チ—ムともに々ットィ 
ンからのな撃を軸にスタ I 卜から 
1点を争ぅ好試合が展開されたが、 
個人巧、速攻に勝る愛知が徐々に 
差を広げていった。富山も柿谷、 

白川のロングシユ—卜で追いすが 
るが、愛知の GK 兜丸、日原の好 
ずに追加点を阻まれ、前半は U — 
7と愛知が優位に立った。 

後半に入ると、富山は速攻、白 
川のロングで W 分過ぎには巧 — S 
と差を詰めるが、大事なところで 
GK 日原の好守にあい、 さらには 
直接日原じシユートを決められ追 
いつくチャンスを逃した。反対に 
愛知はがのサィド、中がのロング 


— 11 — 










































合宿-国巧外遠征巧ら 
ご家族の旅行まで 
なんでお手配致します 



みが 


瞧挪の論 

藏達が辕立ちます^ 


LTD. 


エモック • エンタープライズ 

〒105東京都灌区西新橋1 -17- 4 Y • K ビル1 F 

TEL : 03-3507 — 9777 FAX : 03-3507-9771 
運输大臣登録旅行代理店業第6018 
一般旅行業務取扱主任者田 W 正巧 


などで着実に加点し、白川の個人 
巧に顿る富山をふり切った。 
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叫庭巧保谷根瀬川田原川田村 

诣や山久柿龍広白西河を和野 
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かみかけるが、二転、二一転の試合 
展開となる。しかし沖縄は前半か 
ら神奈川のフェィントカに苦しみ 
退場者が続出、 W 分過ぎじは城間 
が失格となり、徐々に神奈川ぺ！ 
スになる。しかし、残り3みを切 
つて沖繩も猛然と反撃、1点差ま 
で追いつめるがタイムアップ。 


01回戦 


千 葉如 


mi 
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「亂原丸村木骄田藤村川化間 

诚日满中相水村後西谢山化 

ち 1 G 460.0 410314 
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〔戦評〕山口がセンタースリ—で 
攻撃するがうまく。ハスがつながら 


〔戦評〕前半、千葉は下西のロン 
グを中ムに6点連取し、一気にゲ 
—ムの主導権を疆つた。それに対 
し京都は2分 W 秒 P T で巧得点を 
得てからリズムをつかみ、横沢の 
ロングで猛追し3点差まで差を縮 
め前半を終了。後半に入ってから 


際に南野が PT を決め 、 W — 9 と 
石川がリ I ドした。後半に入り、 

石川、香川ともに得点連取が続き、 
互いにぺ！スに乗リ切れないでい 
たが、分過ぎから石川•值波の 
突っ达みや松田のロングなどで徐 
々に得点差を広げていった石川が 
の—^^で勝利をものにした。 
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神室化 

蠢壺 

(戦評〕前半立ち上がり、沖縄の 
述攻でたて続けに決まり、 3分過 
ぎまで.じ3点を連取する。神奈 
もホ縄の堅ずに苦しみながらも口 
.ンダ、フェィントからのスピ！ド 
あるカットィン攻撃で応酬。前半 
中盤からま田が4連続得点をあげ 
遥じ残リ5分で同点、そして逆転 
と的キは神奈川の1点リ|ドで終 
わを。 

读半に入り激しい攻防が続き、 
お直い連統得ぶをあげぺ—スをつ 
得0 り' 2 204500152 - U - 

g 化城が間原場嘉原数城間ま 

び巧丈仲城棚困名棚賀宮外宮 


ぁリ斉藤、大河内とたて続けに加 
点し、このまま福島が波に乗るか 
と思われたが、山口の広政、木村 
のロングシユ I 卜が乂 々と 決まリ 
山口優位のぅちに前半を終了。 

後半、福島は小幡を投入、セン 
夕 I スリ I でゴールを狙ぅが、決 
め手に欠け、逆に山口の速攻がホ 
次と決まり福島は手のうちようが 
なかった。後半終了近く、福島は 
3連続得点し、必死に食い下がる 
が、そのままタイムアップ。 


と多彩な攻撃で互いに譲らなかつ 
たが、大事なところでミスが目立 
った京都が追い切れずに終った。 
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〔戦評〕埼玉の相手ディフ卫ンス 
のスネをつく攻撃でスタートを切 
ったが、持も直した愛知ディフエ 
ンスの高い位置でのロールのつぶ 
しによリ^は ボ ー ルを止められ、 
さらに ミスが続き苦しい展開とな 
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にわたる好ずにより緊迫した試合 
展開となった。このが況の中でと 
もじあせりからかチヤ I ジプレ！ 
が随所に見られた。前半は終了間 


の原丸村木野田藤村川お間 
飾 が久 
25日お中相水村後西掛山佐 
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った^一で楚础な，化久間のポス 
卜や巧木のプラインドシユートで 
赃実にそ S 点差をにげていった。 

诸卞じ入っても愛知は立ち上が 
リめ日連統得点などでさらにり一 
ドを広げでいき、站 —2 で埼玉を 
押し切った。 

山 a 撕 ^^1-— け巧奈川 

〔戰評〕山口は立ち上がり神奈川 
のスキをついて3点を先取。神奈 
^はパスを凹し、サイド、カット 
インへとつなげたいところだが、 

山 U の速いディフ王ンスでシユ— 
卜じつなげられず、 W 分には 2 — 
fi と差をにげられた。しかし U 分、 
如かを山口に退場者が出たところ 
を种奈 W •吉田のミドルなどが決 
まリ、前半を U — W と山ロリ！ド 
でがりおした。 

樓キ、サイド、ミドル、ロング 
と夢夥ななめで得点を積み重ねる 
山口に巧し、神奈川は千葉の切り 
化みからま田へつなぐパタ！ンば 
かりが多くなり、結局点差を縮め 
ることができなかった。 
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〔戦評〕石川は立ち上がリ大矢、 
松 田ら のロング シユ ートで 3 I 〇 
とするが、千葉も近藤の々ッ トィ 
ンでぺ—スをつかみ W 分に 313 
と追いついた。その後石川•高、 
千葉•下西らのシュ I 卜で I 進】 
退の好ゲ！ムとなったが、残り W 
秒から お 川•星野らの シユ！ 卜で 
8 I 6 と石 W の 2 点リ ードで 折リ 
返した。 

後半に入り石川のミスが目立ち 
6 分、千葉•近藤らのシュ I 卜で 
919 の同点とした。その後、両 


チ—ムとも PT を外すなどことご 
とくシユ—卜が GK に阻まれ波に 
乗り切れず ラスト 3分から千葉. 
奥山、石川•松旧のシュートが決 
まりそのまま U — U で延長となつ 
た。延長に入り、立ち上がり波に 
乗ってきた石川は笛波らのシュー 
卜で3連続得点し前半を W — U と 
し、後半に入っても石川はリズム 
を崩さずと逃げ切った。 
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谷谷壁野田伯波骄矢形田 

15五生大星ま佐笛南大山松 
得 000100114243 



山 


に愛 知 


〔戰評〕愛知のペナルティ I で動 
き 出した試合 も 山 口かフロ—夕 f 
のプレッシヤ I から サイド、 ポス 
卜へと健聞し、速攻も織り混ぜ 5 
点連取で主導権を握った。その後 
は攻撃が慎重じなり愛知がじりじ 
リ追い上げ、1点差まで迫るも残 
り5分、再度山口が攻勢に出て W 
I 6 で前半を終了。 

後半，に入っても山口のぺースは 
衰えず、岡田のパワフルなポスト 
シユ—卜などで着実に得点を重わ 
I 度も主導権を譲ることなく試合 
を進めた。愛知も早い動きからチ 
ヤンスをぅかがぅも山口の堅い守 
りを崩すまでには至らなかった。 
得 003310110111 
が原丸村木野田藤村川化間 
S 林久 
诘日兒中相水村後西掛山佐 


K 

G 


〔審•植笠轉 


の原島政田根本久田科本村村 

^:^获五広岡ぁ宮元原が寫西木 
得 004630202301 


3位決是戦 


愛 知が 


パ千 葉 


〔戦評〕千葉は愛知.中村にミド 
ル、 カットインを 自在に決められ 
さらに愛知デイフェンスの早いつ 


ぶしの前に攻撃も単調になり、苦 
しいが態が続いた。しかし、下巧、 
近藤が気迫のシュートをみせ、さ 
らじ速なでぺースをつかんだかと 
思われたが、愛知は後藤のサィド 
で点差をつめ、その後は徐々に巻 
き'返して前半を終了した。 

後半じ入り、愛知は GK & 原の 
好ずからの速攻で狎しまくり、ま 
た千葉のポストへのパスも通させ 
ず、さらには g み過ぎの千葉のパ 
ワ—プレ！の間にも佐久問のシュ 
1卜で加点し快勝した。 


巧 008 4 '11002010 
引瀬山西藤野田を生山巧田利 

け百わ下近猪福西{かお黒菅毛 


7 

1 


K 

G 


ごを . S 幽 


が原丸村木野田藤が川化間 
励 林久 
设日兒中相水村後西掛山佐 
得0082 01440205 




決藤 


山 


口巧 


巧石 川 


〔戦評〕立ち上がり山口 •広政の 
ロングシユ—卜を中ムじ巧根のサ 
ィドシユートなど多彩ななめを見 
せ、23分まで 9— 日と着実に加点 
していったが、 W 分、山口 •広政、 
保科の連続退場の間に石川•南野、 
松巧らのシユートが決まり、1点 
差まで追いつく。しかし、残り3 








































創業 73 年 


や村荷役運輸株まを社 

化表取締な社長中が昭ホ 
本社干 108東京都證区芝浦 2-3-39 

電話東京 （03) 3451-4161( 代） 


-1 斗- 


巧•山口が2連続得点を して 前半 
を U 卜8で巧り返した。 

後半に入り、リズムじ乗る山口 
はみ繫の手を化めず、 2分までに 
^，-^2とした。その後、石川も大 
お'、松田らのシユートで追い上げ 
るが、地力に勝る山口が木村の口 
ンダ、岡田の速攻などで着実に得 
ぶを重ね、巧—巧と山•口が頂上へ 
上がった。 


得001200141141 
n をを壁野西伯浪辟矢形田 
引瀬 高 
巧五生大星ま佐を南大山松 


F 




リ原島政田根本久田科本村が 

^:^获五広岡巧宮元原保鳥西木 
巧00已440104214 


した。 

後半に入っても群馬は宮城ディ 
フェンスを左右に大きくゆさぶり 
破っていったが、 U 分、群馬•神 
津の退場を機に宮城攻撃陣が頑張 
りを見せ始め、点の取り合いにな 
っていったが、やはり前半の失点 
が惜しかった。 


お 川 
巧 若川護) 


姑 


り北海道 

■霜還護) 


か年巧子 


-回戦 


ホ 阪5 p — 香 川 

養遽ぉ)3 广け I3J (香川 選披) 
〔雜評)大阪は速攻、ロング、ポ 
スト、 カットインで着実に加点。 
一方香川はポスト中、心になめを展 
間するが、大阪の厳しいディフユ 
.シス チェックじより攻撃の糸口が 
扭つけられず、前半は KI 3 で終 
「た。义ピードのある 大阪は後半 
も迷巧でリズムをつくり、 GK 友 

化『001;ム11000002 

U 山蜡下河浏致保を梅井巧を 

i 多が山十灌態久一二清壺一橋 


貞のボールにがする反あもょく、 

香川に簡単に得点を許さなかった。 
攻守ともに勝る大阪が自分たちの 
ベースで進め、試合を決めた。 

群馬(群た—「じ is 一 8宮 城 

短大付) 2 ,壺和学園) 
〔戦評〕立ち上がり、お互いにパ 
スミス、 シユ—ト ミスなどが目立 
ち I 進一退の展開であったが、 W 
分過ぎから群馬が堅いディフュン 
スから神津のカットインなどで確 
実に宮城を引き離しにかかり、 S 3 


UI6 」 

(戦評〕試合開始直後、化 i は 
山下のロングで先制したが、 その 
後は石川の堅いディフ卫ンスじ阻 
まれ、中村のロングに活路を見出 
そぅとす るが、石川に シャットア 
ゥト され、石川は逆にな とぅの 速 
攻につなげ、前半を WI 4 と 大き 
くりー ドした。 

後半に入っても化 i は山下の 
ロングなどで反撃を試みるが、ど 
れも単発で逆に石川は宮崎のロン 
グ、後藤の速攻などで着実に得点 
を重ね快勝した。 

〇 


得000210041101 
觀中本潤村田内藤下田形上宮 

—8 と群馬をけ I ドで前半を終了 船田福井中ホ池佐山を尾村松 


得〇 〇 2 

が内橋倉垣藤藤戸上產城沼橋 

宮 . が‘- 


け今离お石佐佐巧村千結菱高 


8 


K 

G 


F 


子.補個一 


K 


Yi 把 


G 


ご審•沢森井一 


。森本出藤本崎崎野崎瞬田中 


巧 

鑛宮上後宮山宮東北大小田 


g . 藤なホが H 野里舘江藤澤 

け遁ぶ稲野常小や大入加菅 

巧009448072100 


馬一 


葉島川上田津池田を田野谷 


L -1 留 

诚千川肥井永神小坂大寺岡巧 

嘴000094212 ' J 03 




石 

得000662512 WO 
宮 崎 


お 




(本庄高) 


の 


静 岡 

(幹岡城化) 


から堅さが目立ち、8分間〇ぶで 
あった。その後もお互いのディフ 
エンスを攻めあぐね、シユ—トミ 
スも重なり得点が伸びず、 5—5 
の同点で前半を終了した。後半立 
ち上がり、退場によって1人欠く 
宮崎が1点を取った後、波に乗り 
静岡のポストへのパスカットを中 
ムにホ々に速なをかけ 8 か間で 5 
連取した。緊張のとぎれた静岡は 
なめが単調になり、ミスも重なっ 
たため、後半は宮崎の一乃的なゲ 
I ムであった。 

得004301000020 
の下藤井野納津石山崎木島細 

锦龍近新海加豊岩青川鈴長大 


〇 


K 

G 


蕾•沢お井‘ 


が田木口木中生お藤瀬木崎瀬 

15坂黒出黒皇大染佐廣赤川廣 
得000300524213 




福 島ィ 

(相良遇婪 I 


，大 み 
1(大み護) 


〔戦評〕両チームとも立ち上がり 


〔戦評〕大分はポストを中んに攻 
撃を展開するが、福島の粘り強い 

ディフ卫ンスで思うようじパスが 
通らないところを甲斐のロングな 
どがコ！スよく決まり、立ち上が 
りを 4 f 2とり I ド。一方、福島 

は速い。ハスワ！クとポストプレー、 
速攻を展開ずるが、決定力に欠け、 
思うように得点が伸びず苦しんだ 
が、エ I ス今野のロングが決まり 
出し前キも ’7 とリード。 











































青のない体育館、誰もい 
ないグランド。そこ！ 

ンドボールという魔え 
かかると、輿奮 
と化してしま 



— 巧のまらめまと 
積極果致な 
チがレンジお一 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
一。より良質の素がを求め、よ 
り精巧な製品ををみ出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 


已本ハンドボール協会検定工場 


OSenoh . 


•本な 

東京都千代田区神田司巧2 Ty 7番地 
都使を号101電話巧3) 32的日411 


法平は谜巧の応酬となったが、 
もか•节永のシユ！卜が確実に決 
まり、.巧かに逆転してからは吉永 
が今がを徹旌マークして優位に立 
「たが、が一分過ぎから大みにミス 
が y ぶち、 そこを 福島•高田の速 
攻、今野のロングで巧逆転し、大 
かの最後のな撃を1点差で逃げ切 

つた'" 

妈日 ';3 3 〇 2 〇12 5 〇 〇 〇 - 

が布か永浅川田野ネ斐村野辺 

^太遗吉湯実か小松甲中永渡 


K 

G 


〔審•輸 a 


出膝藤野田葉田東賀本木谷 

邢安を斉今横千高伊志山鈴山 
巧002313310010 


4 


千 葉。 

(モ蒂護 )I 


"福 井 
1(福井商) 


戦評3両チームとも早いテンポ 
めパス回しで始まった。福井•長 
お川のサイドシユート、千葉•星 
のカットインで1分過ぎ1—1の 
岡点。千葉はその後足を使った攻 
盤をしかけるが、福井 GK 村上の 

がず もあり、 得点につながらなか 

った。：2分過ぎ、千葉•島本のサ 
イドシユ—卜を機に得点が動き始 
め 414 で前半を終了した。 

擋半、福井はセット攻撃、千葉 
は速攻を中ムに点を取り合い、巧 
分には919と同ぶ。その後、千 

策が嶋本のシュ I 卜などでなけ出 
し、^ IW で勝利を握った。 


得000041113000 
が上圃崎崎藤口本林川崎野 

醜 I 

施が沖山町を出宮小長山宇 


K 

G 


審 


龍凹 


卽藤田本部田山驚醉井が口 
« 星 
巧佐富嶋阿増古小大細梅坂 
得004116000000 


2 

1 


K 

G 


Y . s 班 


S 奥下口地藤原野藤川田川田 

馈山庵川新加前水加岩棍山を 

得00222000 0 W 70 


3 

2 


兵 唐。 
(夙川蔓， 


『茨 城 
，泉城遇婪 


愛 知3 。— U 8広 島 

臺知選抜 )2 麻—7」1(山陽ち 
〔戦評〕広島ぺ！スで立ら上がり、 
王野のロングシユ I 卜などで3 I 
〇とリ I ドした が、愛知は梶田が 
続けてシユートを決め反撃に入っ 
た。愛知はその後も確実にシユ— 
トチャンスをものにし、粘る広島 
をかわしながら前キは2点のリ1 
ドを 保った。 

後半は愛知の山川が積極的じ攻 
撃に出て得点を重わる一方、広重 
は攻撃が消極的になってシユート 
チャンスがつくれなくなり、愛知 
に速なを連続して決められ、さら 
に点差を広げる結果となった。 

得〇 〇 5 6 〇 4 21〇 〇 〇 〇 I 25 

見城野実我中槪木田根戸宅 

惦驚山王村曽田岩玉飯山青一二 


〔戦評〕芦ケ谷、小谷内に左の高 
橋を加えた茨城のフロ—ター陣に 
がし丘ハ庫は GK 中井を中んにずり 
をしっかりと堅め、なめては大井、 
市岡のロング陣が活罐を見せ、 9 
—5 と前半を 4 点のリードを奪っ 
て巧り返した。 

後半、茨城は若林、日辟の速攻 
などで必死に追い上げるが、丘ハ库 
も財田の速攻などで確実に得点を 
重わ、前半での脖金を守って兵庫 
が逃げ切った。 


がす004321121000 
が木部橋を内木林を高口が貫 
細 ケを 

け鈴軽高声小鈴若染日野大小 


4 


K 

G 


〔審 .1 11 


^^吹井原井山田尾本木岡杉 

げ伊中藤大小財中松相市小 
がす000704110041 


8 


i 載 


大 阪の 


口群 馬 


〔戦評〕大阪•関のミドル、群馬 
•永田らの得点で前半 9 分過ぎま 
で 4 — 4 と互角であったが、大阪 
は中島らの活躍で速攻、サイドと 
確実に得点をまわ、前半をじ—6 
とリ ードした。 

後半に入り、群馬は2点を連敗 


し4点差まで詰め寄るが、またす 
ぐに 6点差とされてしまぅ。その 
後も群馬は巧津のロング、長身ポ 
ストマンが田らがゴ}ルを姐ぅが 
得点にならず、 W 分には U 点差と 
大きく離されてしまった。残り5 
分、神津のロングなどで3点返し 
たがそこまでだった。 


巧000033241000 
則葉島川上田津池田を田野野 

诚千川肥井永神小坂大寺岡神 


3 

1 


K 

G 


審 .1 卿 


の藤貞ホ村川野星舘江澤 
娜 関 
け進ぶ稲野荒小中大入菅 
得00505603300 


故 


ち 川 W 一^— - 8宮崎 

〔戦評〕宮崎は広瀬のロングで先 
行したが、出だしは両チ1ムとも 
動きが固くミスが目立った。7分 
過ぎ石川•宮崎の PT を契機にゲ 
1ムは動き出した。石川は左腕. 
田中のロング、宮本の速攻などで 
巧000000114101 
が田木口木中生矢藤瀬木崎瀬 

诣坂黒出黒皇大染佐廣赤川廣 


K 

G 


本.5幽 


U 森本お藤本崎崎野崎踩田中 
引 野 
巧鏡宮上後宮山宮東北大小田 
腎〇03031已10403 


1目一 








































—lb ’ 


博点を重ねた。一方、宮崎はシユ 
- トミスが自立ち、 WI 4 と石川 
のリ！ ドで前半を終えた。後半は 
のか過ぎまで一進一退の攻防が続 
いたが、石川•宮崎のロングを契 
機にお川が得点を重わた。宮崎は 
化が過ぎからは石川の堅いデイフ 
ュンスに追加点が取れなかった。 


福 島 E 


9千 葉 


K 

G 


;審.抖 願； 


が m 胳歷が亞葉西東賀本木谷 

端望かま今楷干高が志山鈴山 

博 - pr ； 1242010000 


〇 


愛 知ぶ 


じ兵 庫 


〔賊評〕福島は相手のミスを速攻 
じつなげ、相手の反則にょり PT 
で击取点。その後も福島はポスト、 
磯田のロング、今辟の高い巧点か 
らのシユ I 卜などで得点する。一 
お、千葉は福島のディフェンス. 
う インを 意識し、ポスト、サイド 
と攻めを展開、島本のセンタ I か 
もめ々ットインなどで前半を8 — 
4で析リ返した。 

後半、千葉がぺ I スをつかみ、 
擠半けみ 、 f •斉藤の退場後す 
かさず 巧ぶに追いついた。ラスト 

5 々•をし い中で福島•横田のス 
テッザが決まり、最後までそのり 
!ドをおも，福島が勝利した。 
^004100000400 

:斬酿旧本部巧山驚野井沢口 

卜 星 

巧が宮蠕阿墙古小大細梅が 


〔戦評〕前半、両チ I ムともミス 
が多く波に 乗り切れず どちらもな 
け出せない まま 616 の タィスコ 
アで折り返しじ入った。 

後半に入り、愛知は梶田、川口 
のミドルなどで3点連取し主導権 
を握ったかに見ぇたが、兵库もホ 
岡のミドルでじ分には巧び同点。 
その後、愛知はを田のポストシユ 
—卜、山川のロングが巧え始め、 
一気に抜け出した。兵庫はずらし 
手渡しと見事なプレーも見せたが 
追いつけなかった。 


巧000503210010 
^2吹井原井山田尾本木岡わ 


巨_ 
TET 


げか中藤大小が中松相巿小 


2 
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K 

G 


ご審 • I 笠贼、 


W 奥下口地藤原野藤川田川田 

曠山庵川新加前水加岩梶山安 

得001000000564 


6 

1 


準決縣 


大 阪 W 




9石 川 


〔戦評〕大阪は立ち上がり関の口 
ングで先制したのを皮切りに大舘 
の速攻、野村のポストなどで得点 
を重わ、大阪ぺ！スで進んだ。一 
方、石川は宮崎、田中のロングを中 
ムじ反蟹を試みるが、たぶの出足 


の速いディフ卫ンス陣にっかまり、 
またシユ！トミスも目立ち、点差 
は開く一方であった。 

後半は両チ《ムとも出足が固く 
W 分まで 1—1 のが態で'あったが、 
その後はよく動き、大阪のカット 
イン、ロングじ巧して石川は宮晦 
の速攻などで反撃した。 


得001100200203 
n 森本出藤本崎崎野崎既田中 
J づ 
巧鏡宮上後宮山宮東北大小田 


K 

G 


審 . 


I 笠 3 、 


の藤貞乂村川野里舘江藤澤 

U 進友稲既荒小中大入加菅 
得004442033000 




愛 知 W 


捐 島 


〔戦評〕序盤、愛知 フロー タ！陣 
が福島ディ フ卫ン ス陳をゆさぶり 
山川のミドルやを田の切れ味鋭い 
ポスト プ レ！ で得点を重ねていっ 
た。中盤な降は福島が愛知攻撃陣 
の ミスに つけこみ、高田の速なや 
フォ！ メーシ ョンプ レ！ で追い上 
げ、の— 9と愛知リ I ドで前半を 
折り返した。 f 、 福島は確実なパ 
ス回しから得点を重わやや優位に 
試合を進めたが、中盤3降は1点 
をめぐり愛知が逃げ福島が追いつ 
くという緊迫した展開であった。 
結局把分、愛知は梶田の々ットイ 
ンでリ！ドし、その時、福島のェー 
ス今野が退場となり万事休す。 
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〔戦評〕石川は大野のサィド、速 
なで連取し、その後も堅さの見え 
る福島のミスを得点に結びつけ、 
8分過ぎまで じ 目—1としたが、 
中盤な降、福島ディフユンスを攻 
めあぐわて得点は伸びなかった。 
福島は中盤な降エース今野のフリ 
—ス ローゃロ ングを中ムに盛り返 
し1点差に詰め寄った。 

後半に入り、両チ—ムとも1点 
を取られれば取り返す好ゲームと 
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。森本出藤本崎崎野崎野田中 
1/ 

巧鏡宮上後宮山宮東北大小田 
^0012107 


なった。 

福島はポストへの手渡し。ハスを 
多用し、それに両 フロ—夕 I かか 
らむ展開から追いすがったが、石 
川 GK 鏡森の好ネープに合い最後 
まで追い切れなかった。 
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愛 知 W 


巧大 阪 


〔戦評〕開始5分までは両チ J ム 
とも固さが目立も、簡単なミスが 
目立った。しかしここからの分間、 
大阪は両フロ！夕！のシユ ートが 
なかなか決まらず2得点をあげた 
のにがし、愛知は稲田、山川の口 
ングにを田のポストをからませ7 
点を奪取して日点差とする。 

後半に入っても愛知は川口、梶 
田、山川のフローター陣にを巧、 

加藤の速攻などで着実に加点し、 
残り W 分には WI 8 と点差が開い 
た。 ょぅやく 大阪もロング、速攻 
が出て反撃をしたが時すでに違か 

つた。 
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もっと大きな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチに変える、 

そんな新時代への冒険,むを 

大同特殊細は大切じしたいと思います。 

夢を語りあいたい . あなたと。 


^大同特殊编 


本な干460名古屋巿中区錦 e - li - 18 ( 興銀ビル） 
TEL (052) 201-5111 
支社東京/支店大阪 



—パーシュートをちせてほしい。 

苗み付け®エッジの镇斜が、スパイラルソールが、そしてびがレが、果敌を巧おを巧能にずる 


a 脱, 

ATHLETIC SHOES 


なちスカイハンド⑩ジャパンび - S 品を THH 711 

メ—力-ホ留小売価格¥15,500(消を税妓き） 

カラ-/ •ホワイト X 姐) レッド.マリンプルー •ホウ イト X® マリンブル ー. レッド 
サイズ/ 22. 5〜 29.0 cm 


幻 Teal 


愈 

WS 1005 
アシックスは 

才 y ンピックキかンペーンの 
オフィシサルがンサー です • 


巧腊なアシックの端揣2^^?説講带端淵識端)誌马怒^^1^^；咒識論置咖.(。馴側大巧ま) 
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は連日特大記事で取り上げてもらい、 
民放各社にもさまざまな特集番組を組 
んでいただいたが、特に私が嬉しかつ 
たのは HTV が「裏方さん頭張る」と 
いぅ番組で、連日早朝から深夜まで頑 
張る裏方さんの斤動を特集していただ 
いたことだ。ボランティアとして犬を 
運営にご協力いただいた裏方さんは延 
ベ220人にも達し、不平不満も洩ら 
さず大会を陰で支えて下さったご苦労 
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巧子第6回•女子第3回のアジアハ 
ンドボール選手権大会が、8巧扣曰か 
.わ9月1日まで、 U の国と地域から2 
ホーム(巧子3、ホ子5)が参加し、 
に葛サンプラザと東区スポ！ツセンタ 
!で開催された。 

旣球やサッカ I などとは違い、比較 
的地味なスポ—ツと見られがちだが、 
今回の大会は、バルセロナ•オリンピ 
ックの化場権を賭け、しかも3年後に 
迫った底島アジア競技大をの事実上の 
リハ！サル競技としても関係者の関心 
を集めたょぅだ。 

選手、役員おょび関係者合わせて5 
〇〇人の参加である。東京オリンピッ 
夕は例外としても、これほどの参加入 
昆と期間を要した国際競技大会の開催 
は我が闽でも初めてのこと。しかも地 
方郎 ホを 島で果たしてできるのだろぅ 
か、昨年荐集れ 委員長を仰せつかって 
3ホ、，止庶なところ大層必配が続いた 

のだ.。人を郎催の予算を試算してみ 
ても栽低2傭円は必要で あり、 果たし 


てこれだけの資金がハンドボールで集 
めることができるかどうか。赤字は出 
せないし、責任の重大さを痛感させら 
れることになつた。 

AHF (アジアハンドボール連盟) 

の大を關催要項じよると、参加選手た 
ちの交通費は国際空港到着までは参加 
国の負担とし、 a 後開催地広島までの 
交通費は主催者側の負担となっている。 
ちょうどに 島— ソウル便が 3年6 巧に 
実現した こと も あり、 原則として広島 
空權 、もしくは 大阪、福岡空港の使用 
を指定し、空證からはすベてバスで広 
島まで輸送する ことで まず予算を 切り 
詰める ことと した。 

新幹線は盆明けで切符の手配が難し 
いうえじ費用がかさむ。ホテル費用は 
規則によると一人当たり3食付き1沾 
5000巧まで。実際には1で500 
〇円が必要なため、総勢500人で每 
日50 a 万円の補てん、大会前後を合 
わせて巧日分、合計7日00万円が宿 
泊費で消える計算だ。.< ウエルカム〉 


<サヨナラ〉など、を巧中五つの。ハ I テ 
ィも 催した。 

資金の大部分は広告費として集めな 
ければならない。を場内のボ！ドや新 
聞、ポスタ—などすベて電通の協力で 
企画した。日本ハンドボールリーグじ 
参加している実業団の企業先にまずお 
願いするのがベタ—と判断し、会長全 
社でぁる大崎電気の渡辺社長、副会長 
の湧永製薬の湧永社長にとりわけごが、 
力、ご協力をいただいたのをはじめ、 
多くの地元企業からさまざまな形で資 
金支援をいただいたことに、誌面を借 
りてなめて厚くお礼を申し上げたい。 
東奔西走の每日だったが、県や市から 
の資金援助も多額に頂戴し、7巧末で 
なんとか無事目標額を達成できたとき 
は本当にホッとした。 

今回の大会ではとりわけマスコミの 
ご協力が有り難かった。 NHK には2 
日間のを放送を早々に決をしていただ 
き、これが広告普の価値を倍加するこ 
とになったといっていい。中国新聞に 
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の料理とな (/’ か、われわれの知って 
いる範囲のチキン料理は々ラ揚げ、蒸 
し焼き、天ぶら、々レー煮、フラィな 
ど。ホテル側もいろいろアレンジしが 
応してもらったにもかかわらず、選手 
たちからは「每日同じ料理が出る」と 
クレームが出る始末。直接出向いてた 
ずわてみると、彼らの国では、同じチ 
キンでも香辛料の使い方ひとつで何十 
種類もの料理があるそうで、 こちら 風 



の料理ではほとんど同じものにええる 
らしく、もの足りない ということ だっ 
た。勝手気ままとは一口じ片づけられ 
ぬ間題でもあろうが、その点東南アジ 
アのチ^ムは「すべてじ申し分なし」 
との好評を項戴する。 

問題は選手、関係者の輪送力だろう。 
広島のホテルにはバス専用の駐車場が 
なく、3年後のアジア競お大会では、 
問題点として大きくクローズアップさ 
れることじなるのではないか。各1台 
のバスを常時キ^~~プずる必要があり、 
試合、練習、相手チームの試合研究な 
どのための見学など、行動が実に激し 
く、今回の大会でも正直なところバス 
の手配の時間が若干ズレたり、会場、 
ホテルを間違ったりのミスも生じてい 
る0 

アジア競技大会は参加％力国、選手、 
役員延べ約7000人と伝えられてい 
るが、 W 巧禍催といえば折りしも観光 
シ—ズン、どこからどれだけのバスを 
チャータ1できるか、駐幸場施設をど 
う確保ずるかは、相当ハラを くくって 
早くから取り組む必要があるょうじ思 
う。 

また、もうひとつのネ I ポイントは 
ボランティア巧策だ。今回動員したさ 
まざまなボランティアは合計2 2 〇人、 
そのうち通訳が％人を数えたが、ち 


ょぅど夏期休暇中だったことも幸いし 
て広島大、修道大、広島経済大、広島 
H 業大の英文、圃際科系の女子学生が 
中心と なり、 朝早くから夜遅くまで チ 
—ムに帯同して多大の貢献をしてくれ 
た。 

アジア競お大会では、シ I ズンから 
みて これら 学をたちじ大きな期待は禁 
物で、一般主婦や外国人家庭ぉょび一 
部留学生を主力が象に、多大の協力を 
仰がわばなるまい。 

通訳だけで最低500人は必要とな 
りそぅで、 英を話を中、むに早くから十 
分の予習が必要だ。日常会話だけでな 
く、役員会議、審判全議など、会期中 
に運営上の決めごと、相談ごとが頻繁 
で、通訳の能力が問われる場面が多い 
ことも菌感した。 

ともあれ、大会では男女とも韓国の 
優勝となり、日本は男女ともじ2位、 
オリンピック出場は成らなかった こと 
は残念だったが、今大会での成果は十 
分、大成巧だったとご報告できる。 

大会後、舍長不をだったアジア•才 
リンピック評議を ( OCA ) の新を長 
に、このたび来広されたクウ H 1 卜の 
シェィク • ァ1セド • アツ • サバハ副 
を長が選出されたとのニュース。3年 
後のアジア大会じ大きな期待を表明し 
て報告を終わりたい。 


じ感謝したい。 

審加岡の.ホテルの割り振りには思い 
のほか神経を使った。政治的じ問題を 
なえる国と国、あるいは食事の面など 
もお虛せわばならなかった。特にアラ 
ビア諸固の食事にはホテル側も大変苦 
货されたょぅた。 

ポ3クほダ メーは 常識だが、ビ I フ 
もをベない固がある。さりとて魚料理 
け高くつくし . で、主にチキン中む 
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13 34 2128 28 3118121414 20 71120 2919 38 261已22 311513 22 26 33 7181413 23 321919 29 24 
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1213 6 4121311101210 0 9161010 5 9112011011131312 0131212131811111614 


乂 ニュー いろいろ：|說譜••為為 


ま洋証券 


谭割弓 i 債等 


なま洋証券 

■本店：干103泉を都中巧区曰本精い即 -5 
■雲霉:朗(班 74) 脚 T 


を国直おお体まを都予遇 

(日程•場所不明) 

<黄 子〉 

▼1 回戦 

学大付属 ^ — w 石神井 
開 成 710 広 尾 
江戸川 白 臨 

本 所 班—8 向丘 

東大和南 巧— 9 小金井化 

館 W —3 稲 城 

桜美林 の i 8 武蔵村山 

東 W ム 青 山 


青森西 B 
青森東 
青森中央 B 
六ヶ所 

野辺地 
今 別 


-青 森 
"中央 A 



回千おお中学妓総体__ 

(7 巧が、挑日/巿 W 塩浜体育館) 

《男子》 

▼1 回戦 

福 栄 化—8 葛 飾 

花見川二 — 巧 南流山 

東 邦； 2 IS 骄田1 

花 園 入船 

河原塚 ^ — w 松葉 

▼ 2 回戦 

妙 典 巧—6 福栄 

柏南部 W — 5 花園 

東 邦 巧！8 花見川二 

逆 井 巧—7 河原塚 

▼.準決勝 

妙 典 217 東邦 


▼ 2 回戦 
青森中央 A 
醉辺地 
今 別 
青森西 A 
▼準決勝 
青森中央 A 
青森西 A 
▼決勝 

青森西 AW 




国お少年の部青な巧チ邏 


〔7巧2、日/今別高校) 

<み年ち子〉 

▼ 11! 戦 

野巧地 

靑揉商 B 

今別 A 

貼南選な 

をお山田 

靑森南 

今别 B 

青賴商 A 

► 2 回戦 

牌巧地 

す別 A 

青森山田 

靑お前 A 

▼準決勝 

野巧地 

靑森商 A 

▼決勝 


8 I 5 

2 1 

8 1 

1 1 

4 I 2 

2 1 

5 I 2 

2 1 

お一 7 

UI 8 

4 11 

1 ―II 

で2 


洗—巧 

T 9 

で U 

で8 


ち森商 Ag I 

A 少年ホ子〉 

▼1 阅戦 

靑森鹏 B 

みヶ所 


5— 8 

2 1 

での 

す〔 

巧 —0 


野ぶ地エ 

セ 戸 

青お東 

青 森 

柏木農 

十和西エ 

一二本木 

一二本木農 

青森商 B 

県南選な 

青森南 

今別 B 

今別 A 

青森山田 

;^旣辺地 


5 1 

11 

甲6 


青森商 

二一本木 


が南部 
2逆 井 


逆 井 化 —U 
▼•決勝 

9 1 6 

妙 典22 

9 1 7 

《女子〉 

►•1回戦 

昭 が 巧 IW 
若 松 ^ — 5 
二 宮 WIO 
逆 井 UI 1 
巿川二 915 
■：：7 見川 5 1 4 
▼ 2 回戦 

化 園 糾 — 4 
二 宮 巧 16 
逆 井 で6 
野田一 ^ — 5 
▼準決勝 

花園 Y 6 

野田 I 化—8 
▼決勝 

花 貴了 4 


蠢の曼から… 


大崎 
武工大附 
南 平 
日 野 
武蔵 
早 実 
日大二 
大泉化 
择島 
昭和 
片 倉 
紅葉川 
窩 島 
駒 込 
科学養子園 
巧無エ 
淵 江 
深 川 
南 

久留米 
武蔵が山東 
足 立 
城 西 
お並エ 
野津田 
小平南 
秋留台 
井 草 
駒大离 
世田谷エ 
武蔵野化 
ぺ金井 H 
北多摩 
武蔵丘 
江東ェ 
大泉 


を大附属 
早大学院 
羽 村 
創 価 
富壬森 
西 

目 黒 
伎 成 
福 生 
東大和 
昭和第一 
杉 並 
巣 鴨 
蒲 巧 
日野台 
府中東 
上野 
豊多摩 
桜水商 
調ホ化 
永 山 
城 化 
获達 
葛飾辟 
秋 川 
東村山 
田 無 
筑波大駒場 
安田学園 
江 化 
神代 
砂 川 
保 を 
雪 を 
墨田川 
青山学院 
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蒲日東日光福 清農 墨雪国文 

大大辟 東 大 田 分華 

田二和台立生 瀬ー リ|谷寺女 


兰成國 

分 

應城寺 


巧羽府 
大 中 
一村西 



日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検を球 (J-H-A) 


ミム■ぶ'ザ■化 

タチ々ラのハンドボールは縫ボールと同じ構造のずューブが離れた 


L • B • C 中空製ホです。 


迦 f 虛グ宁た百株巧を杜 


東京都台東区松ヶ谷い 11-7 
東京•大阪•名古屢•福岡•札幌 


国立 
砂 川 
府中東 
東巧山 
井 草 
田 無 
- 商 

桐朋か 
小金井化 
豊多摩 
府 中 
八王子東 
五 商 


共立第二 
南 平 
野津田 
南 野 
東大和南 
館 

目 黒 
綱 江 


日体を原 
立 川 
立 川 
日体 f 任原 
立 川 
拓大I 
I③日体艳 


上 野 
武蔵が山東 
明星学園 
西 

学大付 
武蔵野化 
明泉鶴川 
広 尾 
富女森 
神 代 
農 業 
小 平 
白 驗 
順 大 

大 崎 

立教女 

調ホ化 

武蔵 


砂 川 ^1^ 
東海大菅生 ^—5 
五 商 不明 
府中東 615 
保 を ^ — 8 
東村山 不明 
井草 ^ — 〇 
本 所 n —6 
田 無 ^ — 9 
武蔵野女 

江戸川 812 
一 商 5 1 4 
■，3回戦 

石神井 U18 
桐がか の IU 
小 岩 W — 4 
小金井化 817 
豊多摩 W — 7 
久留米西 ^—3 
府 中 W — 7 
富 古 W — 6 
青山学院 ^—8 
八王子東 MI 6 
東海大营生 917 
五 商 615 
保 谷 雖 — 2 
本 所 615 
武蔵野か 918 
江戸川 22—4 
► 3回戦 

石神井 UIW 
小 岩 UI 7 
久留米西 ^16 
富 击 YS 
青山学院 8— -4 
東海大菅生 318 


中太附 
博 立 

▼ 2 巧戦 
学大付 
本 所 
來.大和南 
搭美林 
修徳 
导大附 
創 価 

府中 

日体を原 

日 黒 

東大和 

み王子東 

光丘 

巣 鴨 

南 野 

措 瀬 

上野 

豊多摩 

調が化 

帥 城 

拱.蓮 

耐围 

東が山 

な 川 

小 岩 

を困学亂 

神代 

東姬太营生 

大森ぉ 

靑山学院 

中大附 

閒立 

▼ 3が戰 


T 


810 
2 1 

019 
2 1 

7 — 5 
2 1 

4 2 

3 — 2 

で4 

5 I 8 
2 1 

8 1 3 

1 1 

1 1 6 

2 1 

4 12 

3 1 

SI 7 

巧—じ 

5 I 〇 

1 1 

9 I 4 

1 1 

で7 

^ — ^ 

3 _ 1 

1 1 

SI 7 

UI 8 

ザの 

7 — 0 

1 1 

SI 7 

6 I 3 

2 1 

別—4 

1 5 

2 — 1 

巧}じ 

で8 

で W 

8 1 4 

1 1 

化ム 

1 1 6 

2 1 

SI 4 


五 

忠 


商 

生 


開 成 

江戸川 

官 

隹 

山 崎 

零 

負 

早大学院 
羽 村 

富女森 

西 

巧 成 

福 生 

昭和第I 

杉 並 

蒲 田 

日野台 

府中東 

富 ± 

桜水商 

府中西 

永 山 

城 化 

葛飾野 

秋 川 

田 無 

筑波大駒場 

江 化 

砂川 

保 を 

雪 を 

墨田川 

久留米西 

南多摩 


本 所 
東大和南 
修 徳 
府 中 
日体甚原 

八王子東 

f mv 島 
身 巧 

南 野 

豊を摩 

調布化 

両 国 

立 川 

小 若 

東海大营生 

青山学院 

国 立 

► 4 回戦 

本所 

府 中 

日体を原 

南 野 

調布化 

立 川 

東海大菅生 

国 立 

▼ 5回戦 

東 京 

巧大一 

日体崔原 

国分寺 

成 城 

立 川 

兰 m 

明 星 

マ 6回戦 

拓大一 


6 1 7 
2 1 

のム 

ぉム 

9 1 
2 — 2 

3 I 2 
2 1 

713 

IX U 

5 4 
1 1 

5 I 〇 
Z 2 

で6 

2 _ 1 

1 1 

で6 

3 — 9 
2 1 

8 1 4 
11 

4 14 
2 1 

5 '2 

1 A IX 


学大付 
桜美林 
専大附 
創 価 
目 黒 
東大和 
光 立 
清 瀬 
上 野 
錦 城 
获蓬 
東村山 
を田学園 
神代 
大森東 
中大附 


52— 巧 東大和南 
巧—け 修徳 
W—U 八王子東 

お IU 巣 鴨 

豊多摩 

8 IU 両国 

小 岩 

fu 青山学院 


始 In 本 所 

府中 

農大一 

南 野 

の一 S 2 調ホ化 

新 宿 

東海大菅生 


で。 


国 立 


ぶ 京 


日体樓原 


立 川 
明 星 


でパ 


マ 決勝り I グ 
拓大一 


明 

巧大 
明 


星 ぉム 

2 2 
2 1 

星 巧 — 5 


日体を原 巧—化 
明 星 化 
〔順位〕①明星②巧大 
原④立川 

八ホ子〉 

►’1 回戦 

日野台 巧 — 4 ‘ 
南 平 ^18 


国分寺 
▼ 2回戦 
農大一 
桐朋女 

清 瀬 

良 

身 

小 岩 
福 生 
小金井化 
光丘 
久留米西 
日巧台 
東大和 
府中 
日大一一 
富 ± 

青山学院 

蒲 田 

国 立 

八王子東 


8 I 3 
3 1 


W — 2 
2 — 4 
で9 

3 I 2 
1 1 

4 2 

UI 3 

^-〇 

5216 

9——2 
別12 
巧—3 
ni 5 

が一1 

で6 

巧—6 

不明 

で3 
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昭 

若湖 

磯逆聖白 

二市野西東 

若 

二妙 

大流南野 


づヒ 

辺 

川田志国 



山流田 

和 

松台 

二井徳井 

宮ニー津分 

松 

宮典 

小1南山一 


7 


高 

富富 
岡 

相塚松矢 

南 

東岡 

生沢南中 


30 

16141710 日 

1111 / 

913 7 6 逆 

井 
中 

花巧逆入 学 

園南井船 


25 4014 2316 
11111 
10 612 8 7 

南松藤桐元 
八 岡生総 
幡南南東社 


10 6 1716 20 27 2419 20 7 9、 2318 141914 20 2416 

I 1 I I 1111 I 1 I if 1111 I I 

J 6 14 6 5 4 210 3 5 7 1311 814 9 5 1012 


A が則4ぺージ•カラーぺージにスーパーショット篇載/ 

巧刊誌义ポ-ツイベント八ンドボール 
ちち2日曰を国書店にて発売中/ 

1冊¥600年間購読 （ 1年間口冊-¥7,200/半年間 S 冊 • ¥3,郎の 

㈱ スポーツイベント〒 | 〇 | 東京都千代田区巧田小川町卜 9 川上ビル 3F 巧 03-294-5231 ㈱ 


木間ケ瀬 


一島岡西 
前橋一 

矢 中 
下仁田西 
相 生 
藤岡化 

富岡東 
甘楽一二 


2富 岡 


桐生東 


(9 月 gr 

《男子〉 

▼1 回戦 

辟田一 

松葉 

南流山 

流山南 


,8月1日/前橋市民 


】 


巧3回モ f $校大会 


若松 
▼ 2 回戦 
妙 典 
松葉 
二 宮 
若松 
▼準決勝 
松葉 
若松 
▼決勝 

松 葉？5 

《ホ子》 

▼ 1回戦 
白 井 
聖 徳 
湖北台 
若 松 
磯辺 二 
► 2回戦 
昭 和 
湖北台 
若 松 
花園 
▼準決勝 
昭和 
花 圃 
▼決勝 


花 園 


巧 —3 
UIU 

Y 5 
で 7 
ni9 

巧—2 

で 7 

f 

て 


じ—7 
じ—0 

で1 

じ—〇 


8——3 
巧—5 



が卓地区离 i 体 


<男子 V 


保 お 
武蔬野た 
► 4 回峨 
文んお並 
藤巧女 
n 体撰華 
韶 華 
江東商 
H 踩 
A 雲 

ぶ藏瞬女 

▼日圃戦 

恋が女 

n が桜華 

江-東商 

八 雲 


で7 

f 7 


本 所 
江戸川 


5318 お神井 
^ — 2 小 替 
WI 2 久留米西 
219 富 古 
u !5 青山学院 
n —4 東海大菅を 

U — 5 保を 

n —9 俊成か 

文大わ並 

化 i パ 菊 華 

日 野 

巧 —U 武蔵野か 


▼み勝り—グ 

媒巧女 巧—；5 日体桜華 

化東商 巧八 雲 

撫がか 八 雲 

な東商 日体桜華 

H 化殺華 八 雲 

離村み 巧 i じ 江東商 

〔順泣〕①藤が女②江東商③日体 

が帶®八雲 


第如齒群馬県中学紛化 


藤岡化 
富岡南 

▼ 2 回戦 
富 岡 
富岡東 
甘楽一二 
富岡南 
▼準決勝 
富 岡 
富岡南 
►.決勝 

富岡南 S 

《女子〉 

▼1 回戦 
お 中 

▼ 2 回戦 
富岡南 
富 岡 
富岡東 
高 南 

►•準決勝 

富岡南 

高 南 

▼決勝 

富岡南；2 


.{ 7 月如日 

化靑館ほか 

(男子〉 

► i 回戦 

夫 中 

富岡東 

下じ田西 

甘楽一二 

HM k 


►1 回戦 
岐阜南 
県岐阜商 
岐阜化 
峡阜西エ 
各務原西 
各務原 
市岐阜商 

▼ 2 回戦 
岐阜東 
県岐阜商 
岐阜西エ 
市岐阜商 
▼準決勝 
県岐阜商 
岐阜西エ 
▼決勝 

峽阜西エ^; 

《ホ子〉 

►’1 回戦 
岐 山 
各務原 

各務原西 

▼ 2回戦 
富 田 
加納 
県岐阜商 
各務原西 
▼準決勝 
富 田 
県岐阜商 
▼決勝 

富 冕 


817 
1 1 

WI 6 

〇 16 
2 1 

217 

9 1 
1 1 

6 — 5 
1 1 

で U 


t 6 

で U 

UI 9 
f 2 


3 2 
11 

^ — 9 


UIC 


羽島化 
峽 陽 
岐阜エ 
加 納 
各務原東 
岐 山 
長 良 

岐阜南 
岐阜化 
各務原西 
各務原 

岐阜東 
市岐阜商 

U 県岐阜商 


^ — 2 長 良 
919 羽島化 
2 P T C 1 

岐阜化 

W —5 岐 山 
^—5 各務原東 
化 17 各務原 
^ — ^ 本 巣 

洗 15 加 納 
茲 —U 各務原西 


デ C 


W 県岐阜商 
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第 1 日回を曰本教職員 
八ンドボール連お 
研究発表舍レポー S 

全日本教職員ハンドボール連盟 

_ 佐藤靖 


はじめに 

お年、全日本教職員ハンドボー 
ル選手権大会の巧に開催されてい 
る即究発表会は、今年度の山お県 
での大会で巧回目を迎えた。 

今回の研究発表会は、平成3年 
8月8日、東根巿および尾花沢巿 


での太会競な開始前日、東巧市民 
体育館で關催された。ここでは研 
究発表会の内容をレポートする。 

バラエティーじ 

満ちた発表会 

研究発表会は約1時間にわたり、 
1人当たり6分の発表時間で行わ 
れた。8件の資料に基づく口頭発 
表と、2件の資料配布があり、内 
容的に多様な発表会となった。3 
下、関連領域にまとめた上で、各 
研究おょび報告の概要を記す。 
►•学校体育じ弼するもの 
『学校体育じおけるハンドボ—ル 
の指導じついて』茨城"大西武 S 

球技の楽し さを、 技能(道具) 

をもち、場面に応じてそれを使い 
こなす(判断力) ことの 2ぶから 
述べ、楽しさだけに終始しない、 
技能の上達とゲ—ムの発達を目指 
した難しさの指導法を模索した。 
難しさを、判断力のとらえ方、分 
習のゲームへの結び付け方、は能 
の指導順、動作のポィントの巧え 
方等の観点から整理した上で、ハ 
シドボールの指導方法上の問題点 
や工夫等を具体的に示した。 

『ハンドボールの指導方まじ関す 
る研巧— Alberti,R 貧了 enberg の 
ダーム系統の墓本モデルじがって』 
山形：巧井敬子、秋田：佐藤靖 

楽しいゲ J ムを中んとし、备年 
齢段階に応じて技術や戦術をも高 
度化させ、最終的にハンドボ—ル 
ゲ1ムを習得させるための方法を、 
ドイツで代表的な方法辛ぶゲーム 


系統の一般理論に基づきながら横 
討した。そしてハンドボールの具 
体的ゲーム系統を例示し、その有 
劾性を示した々 

『ラグビ—ハンドボールの授業実 
践』愛知：大橋光一二 

すべての児童を楽しく力いっぱ 
いゲ—ムに参加させ、しかも得点 
する 楽し さを 味わせ ることを 目的 
とした ラグビーハン ドボ！ ル (ボ 
I ルを持っての歩数制限にこだわ 
らないルール)の授業実践の成功 
例を報告した。その中でスポンジ 
ボールの使用やシユ1トゲームの 
有劾性等を指摘した。 

►巧術、戦術のみがじ関するもの 
『スウ HI デンの攻巧裤"お — W 世 
界選手権大会み滕ょり』東京：巧 
念清則 

変形5:1防御じがするスウ卫 
I デンの攻撃戦術を分析し、戦術 
的な3つの意図(前にいる防御者 
をフロータ—から遠まける、その 
防御者の後方を攻める、サィドか 
らの移斤後の共同活動にょるグル 
!プ戦術)に従った解決法を幾つ 
か示した。特に、これらが数的優 
位状況や最終局面等にぉいて重要 
な攻撃となることを指摘した。 

『ハンドボ I ルじおけるゴールキ 
I パ—のキ I ピングパタ—ンじつ 
いて』山形：佐蘇功 

実際のゲ—ム場西において 、 G 
K のシュ—卜阻止動作が、どのよ 
うな型で、どのような割合で現れ 
るかを昭和年度のイン々レ等で 


調査、分析した。様々なシュート 
にが応するために、多様なキ—ピ 
ングの準備と同時に、特に能動的 
なが応の必要性を指摘した。 
▼指導者巧成じ開するもの 
『スポーツ指導員の藥成じついて』 
福篇巧-遠蘇巧 
平成2年度福島県で開催された 
(巧】日本体育協会 C 級スポーッ 
指導者養成講習会の内容を報告し 
た。特にジュニア層のレベルアッ 
プをわらいとしてその指導者を主 
じが象としたと ころ、 テ ネスト 作 
成やそれに基づく議論等にょり、 
勉強をとしての性格を持たせた こ 
とが成果をあげたと指摘した。 
▼ル—ルじ関するもの 
『ル—ルの変遷 parti 』 東京： 
村松誠 

昭和お年から平成元年までじ発 
巧された競技規刖集におけるルー 
ル条項の表記と項目数の変遷を示 
した後で、昭和9年から平成元年 
までの各条項の内をに関する持記 
すべき変化を具体的に調べ、ル I 
ル変遷史として考察した。 

►スポーツ隋害じ関するもの 
『膝痛』大阪：岡本克彦 
膝に関する解剖と生理、疾病と 
障害、そして診斷と治療に至るま 
での正しい知識を図示と写真にょ 
リ具体的に解説した。 

▼国際巧勢じ関するもの 
『世界のコ|チング状況』東京： 

平岡秀雄 

『世界のレフ H リング状況』東京 


:太塚ま雄 

両氏所用のため、資料が配布さ 
れた。それは両氏が1991年5 
巧别日から巧日まで、アテネで開 
催された IHF コーチ•審判厦シ 
ンポジゥムに参加した際の様子を 
おぇている。参加者全員が長時間 
熱んに討議し、世界選手権の分析 
から、ルール改正案の說明、さら、 
じバィオメカニクス的なみ祈等意 
義 ある ものであった と 報告しでい 
る0 

現場からの報告 
じ期待する 

会の総括として、荒川清美日本 
協会訓会長から、参加者の関んの 
高まりを感じるとの感想を戴いた。 

3上のょぅに盛会襄に終了でき 
たが、さらに会を充実するために、 
これまでごが 力下さった山田計 
旧会長の後、高橋禮夫新会長を柱 
とした連盟は、現在、諸間題の整 
理に取り掛かっている。 

特に、研究をについての問題は 
山積 L ているが、太'西武ニー研究部 
長を中ムとする新しい研究協力体 
制で、.ますます実践に資する研究 
の充実の気運が高まって来た。研 
巧といぅ体裁にとらわれない、現 
場の指導者からの生の報告に期待 
したい；。尚、’詳細はホ年度発行の 
連盟紀要を参照して戴きたい。ま 
た、紀要に期する問い合せは左記 
にご連絡下さい。日本女子体育‘大 
学.隹倉清則 ( T 巨 Lgl 3 3 0 
0 —2 2 5 1) 
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HITACHI 



◎TAMURA SHIGERU 


人と技術の理想をめざす 

Interface 

株式会社曰立製作所 〒10 H 日東京都千代田区巧田駿河台四 T 目 6 番地電話/東京の 3 ) 3 巧日-11り〈大代〉 


ホをがあるんだわ 

ごこへ斤ったらをえるといぅ存ホでもないのに 
ぶ日、たくさんの便利や快適を送りとごけている。 

いないよぅじ見えて、ちやんとそこじいる。 

それが、私たちの巧術の正休なんです。 

みんなの幸せのためじがんばつています、よろしく。 

これからも、ずつどずつと人と巧術の 
あたたかい闡係を考えていきます。日立です。 
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